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校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

高 

津 　

孝
・
岩 

川 

拓 

夫

本
稿
は
、
薩
南
学
派
の
祖
、
桂
庵
玄
樹
（
一
四
二
七 

― 

一
五
〇
八
）
の
詩
集
『
島
陰
漁
唱
』
の
校
訂
本
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
桂
庵
玄
樹

の
詩
集
と
し
て
は
、
続
群
書
類
従
所
収
本
が
『
島
隱
漁
唱
』
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
群
書
類
従
本
よ
り
所
収
詩
歌
数
の
多
い
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
所
蔵
『
島
陰
漁
唱
』（
附
載
文
書
に
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の
年
号
）
も
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
史

料
編
纂
所
本
は
、
火
災
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
下
部
が
失
わ
れ
た
不
全
本
で
あ
り
、
そ
の
利
用
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
今
回
、
渡
邊
雄
二
（
福

岡
市
美
術
館
）、
伊
藤
幸
司
（
山
口
県
立
大
学
）
両
先
生
の
ご
好
意
に
よ
り
、
史
料
編
纂
所
本
と
系
統
を
同
じ
く
す
る
旧
知
覧
文
庫
本
の
複
写

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
欠
損
の
な
い
旧
知
覧
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
に
し
た
。『
島
陰
漁
唱
』
写
本
に
つ
い
て
は
、

公
私
図
書
館
の
ご
協
力
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
収
集
に
努
め
、
以
下
の
五
本
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
写
本

１
．　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本　

外
題
「
嶋
陰
集
」、
序
題
「
島
陰
集
」、
内
題
「
嶋
隱
漁
唱
」。
一
冊
二
巻
（
上
・
中
）。
半
葉
十
行
二
十
一

字
。
返
り
点
、
送
り
仮
名
、
縦
点
、
朱
引
あ
り
。
全
冊
に
渡
っ
て
、
本
文
毎
行
下
部
一
字
か
ら
六
字
が
失
わ
れ
て
い
る
不
全
本
で
あ
る
。

本
文
筆
跡
は
、
全
体
と
し
て
線
が
細
く
、
横
線
が
極
端
な
右
上
が
り
の
傾
向
を
見
せ
る
も
の
と
、
巻
之
中
の
最
初
葉
（
六
十
七
丁
表
）
か

ら
九
十
八
丁
裏
ま
で
の
文
字
が
太
め
で
、
比
較
的
平
坦
な
横
線
を
有
す
る
も
の
と
二
種
を
区
別
で
き
る
。
収
録
詩
歌
数
は
現
存
写
本
中
最



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

二
八

も
多
く
、
文
明
八
年
丙
申
（
一
四
七
六
）
か
ら
、
明
応
六
年
丁
巳
（
一
四
九
七
）
ま
で
の
二
十
二
年
間
の
詩
歌
を
収
め
、
か
つ
、
巻
末
に

は
、
こ
れ
ま
で
『
漢
学
紀
源
』
に
引
用
さ
れ
て
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
、
中
国
四
明
の
著
名
な
人
士
の
贈
詩
お
よ
び
贈
詩
序
を
収
め
る
。

巻
末
に
は
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の
年
号
を
有
す
る
文
書
を
付
す
る
。
以
下
、
翻
字
。

奉
經
始
□
□
□
□
□
□
來
大
和
尚　

迦
葉
阿
難
二
尊
者
寳
座
。
伏
以
、
近
年
以
來
、
雖
有
欲
經
營
佛
座
之
志
、
而
以
乏
資
財
不

能
改
作
。
爰
有
宗
嘉
禅
人
、
喜
捨
貨
賄
、
特
抽
旨
趣
、
即
命
梓
匠
。
秀
宣
公
、
經
之
營
之
、
不
日
成
之
。
於
是
、
我
願
既
満
、
衆

望
亦
足
。
所
冀
、
安
座
之
後
、　

宴
坐
極
喜
之
地
、
不
動
不
傾
。
經
營
保
安
之
場
、
無
摧
無
敗
。
□
□
荒
廢
之
患
、
益
肇
興
隆
之
基
。

常
楽
常
安
、
至
祝
至
禱
。

慶
長
第
四
己
亥
年
臘
月
十
三
日　
　
　

見
正
興
小
比
丘
玄
龍
謹
誌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
叔
叟
（
花
押
）

附
載
文
書
は
、
一
葉
表
に
文
書
、
一
葉
裏
の
最
終
行
下
段
に
「
雲
叔
叟
（
花
押
）」
と
記
す
。
ま
た
、
附
載
文
書
は
、『
島
陰
漁
唱
』
に

関
連
し
た
内
容
を
記
す
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
附
載
文
書
は
、
伝
来
の
過
程
で
本
冊
に
綴
じ
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本

集
と
は
直
接
関
連
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
に
は
、「
神
戸　

桐
月
社
梓
」
と
版
心
に
記
し
た
罫
紙
が
付
さ
れ
て
お
り
、「
大
隅

正
興
寺
、
建
仁
寺
ノ
末
寺
。
右
寺
ノ
三
十
九
世
桂
庵
玄
樹
和
尚
、
永
正
五
年
六
月
五
日
八
十
二
歳
ニ
テ
永
寂
。
四
十
世
ハ
雲
叔
玄
龍
ト
云
。

此
人
桂
庵
ノ
法
嗣
ノ
人
ニ
テ
跋
ヲ
書
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
見
正
興
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
知
ル
ベ
シ
。
此
集
ハ
詳
ナ
ラ
ズ
。
寺
ハ
代
々
嶋
津
家
ノ
祈
願

寺
ト
称
セ
リ
。
梧
庵
誌
」
と
あ
る
。
梧
庵
（
一
八
一
五
―
一
八
九
二
）
は
、
建
仁
寺
清
住
院
の
僧
で
、
名
は
紹
材
、
字
は
鄧
林
、
別
号
慨



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

二
九

狂
子
で
あ
る（
１
）。
梧
庵
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
附
載
文
書
は
、
大
隅
正
興
寺（
２
）
の
第
四
十
世
住
持
雲
叔
玄
龍
に
よ
る
も
の
で
、
雲
叔
玄
龍

の
前
代
住
職
が
桂
庵
玄
樹
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
玄
龍
と
桂
庵
玄
樹
の
年
代
は
九
十
年
ほ
ど
も
離
れ
て
お
り
、
桂
庵
玄
樹
を
大
隅
正

興
寺
三
十
九
世
住
職
で
玄
龍
の
前
代
住
職
と
す
る
こ
と
は
根
拠
に
乏
し
い
。
天
正
年
間
、大
隅
正
興
寺
の
住
職
が
玄
龍
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

『
上
井
覚
兼
日
記
』（
３
）
よ
り
確
認
で
き
る
。
附
載
文
書
と
本
書
に
は
何
ら
か
の
関
係
を
推
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
集
は
大
隅
正
興
寺
に

伝
来
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

本
書
に
の
み
残
る
注
記
に
、
し
ば
し
ば
、「
文
集
」
に
言
及
し
て
お
り
、
別
個
に
文
集
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

２
．　

旧
知
覧
文
庫
本　

外
題
「
嶌
陰
漁
唱
」、序
題
「
島
陰
集
」、内
題
「
島
陰
漁
唱
」。
二
冊
（
乾
・
坤
）
二
巻
（
上
・
中
）。
半
葉
九
行
二
十
一
字
。

印
記
「
其
中/

百
品
」「
佐
名
文
庫
」「
知
覽/

文
庫
」。
本
書
の
「
知
覽
文
庫
」
印
は
、『
知
覧
町
郷
土
誌
』（
４
）
掲
載
の
「
知
覽
文
庫
」
印
と

一
致
し
、
第
十
八
代
知
覧
領
主
島
津
久
峰
（
一
七
三
二
‐
一
七
七
二
）
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
知
覧
文
庫
は
、
島
津
久

峰
の
旧
蔵
書
を
，
そ
の
子
久
邦
が
知
覧
の
地
に
移
し
、
知
覧
文
庫
の
朱
印
を
押
印
し
て
、
郷
校
で
あ
る
胥
傚
館
に
保
管
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
維
新
前
後
の
騒
乱
及
び
管
理
の
不
備
、
明
治
二
十
九
年
の
火
災
の
た
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
十
年

十
月
、
昭
和
天
皇
の
鹿
児
島
行
幸
の
折
り
、
造
士
館
で
開
催
さ
れ
た
薩
藩
史
料
天
覧
に
際
し
、
知
覧
文
庫
本
『
島
陰
漁
唱
』
二
冊
（
島
津

久
峰
写
本
）
が
展
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
京
都
の
其
中
堂
か
ら
借
用
し
た
も
の
と
い
う（
５
）。
印
記
か
ら
、
本
書
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
と
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
が
、
巻
末
の
贈
詩
序
、
贈
詩
を
欠
く
。
現
在
、
泉
岳
寺
（
東
京

都
港
区
）
所
蔵（
６
）。

３
．　

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
本　

外
題
「
嶋
隱
漁
唱
」、
序
題
「
島
隱
集
」、
内
題
「
嶋
隱
漁
唱
」。
一
冊
三
巻
（
上
中
下
）（『
島

隱
雜
著
』
一
巻
と
合
編
）。
半
葉
十
二
行
二
十
字
。
頭
注
有
り
。
印
記
「
碩
園
記
念
文
庫
」。
西
村
天
囚
（
本
名
時
彦
（
と
き
つ
ね
）、
号

碩
園
、一
八
六
五
―
一
九
二
四
）
旧
蔵
書
で
あ
り
、大
正
十
四
年
に
懐
徳
堂
に
移
管
さ
れ
た
『
小
天
地
閣
叢
書
』
乾
集
所
収
本
で
あ
る
。『
小



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

三
〇

天
地
閣
叢
書
』
は
、
西
村
天
囚
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
文
献
善
本
の
写
本
叢
書
で
、
乾
集
・
坤
集
計
百
四
十
三
冊
で
あ
る
。
本
テ
キ
ス
ト

は
、
続
群
書
類
従
本
と
同
系
統
の
写
本
で
、
文
明
八
年
丙
申
（
一
四
七
六
）
か
ら
、
明
応
四
年
乙
卯
（
一
四
九
五
）
ま
で
の
二
十
年
間
の

詩
歌
を
収
め
、
巻
末
の
贈
詩
序
、
贈
詩
を
欠
く
。
巻
上
の
巻
頭
「
嶋
隱
漁
唱
卷
之
上
」
下
に
割
注
「
自
文
明
八
丙
申
年
至
安
永
三
甲
午
年

　

已
二
百
九
十
九
年
」
が
あ
り
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
写
本
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

４
．　

神
宮
文
庫
本　

外
題
「
島
隱
漁
唱
」、
序
題
「
嶌
隱
集
」、
内
題
「
嶌
隱
漁
唱
」「
嶋
隱
漁
唱
」、。
三
冊
三
巻
（
上
中
下
）。
半
葉
十
二
行

十
六
字
、
十
行
二
十
字
（
上
巻
三
十
六
裏
以
降
）。
印
記
「
林
崎
文
庫
」「
林
崎/

文
庫
」「
天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納/

皇
太
神
宮
林

崎
文
庫
以
期
不
朽/

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巖
敬
義
拝
」。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
奉
納
。
続
群
書
類
従
本
と
同
系
統
の
写
本
で
、
文
明
八

年
丙
申
（
一
四
七
六
）
か
ら
、
明
応
四
年
乙
卯
（
一
四
九
五
）
ま
で
の
二
十
年
間
の
詩
歌
を
収
め
、
巻
末
の
贈
詩
序
、
贈
詩
を
欠
く
。

５
．　

国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫
本　

外
題「
島
隱
漁
唱
」、序
題「
嶋
隱
集
」、内
題「
島
隱
漁
唱
」。
三
冊
三
巻（
上
中
下
）。
半
葉
八
行
二
十
字
。

返
り
点
、
送
り
仮
名
、
縦
点
あ
り
。
印
記
「
林
氏/

蔵
書
」「
浅
草
文
庫
」「
昌
平
坂/

学
問
所
」「
内
閣/

文
庫
」「
日
本/

政
府/

図
書
」。「
林

氏/

蔵
書
」
は
、林
述
斎
（
一
七
六
八
‐
一
八
四
一
）
の
印
で
、『
改
訂
増
補
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』（７
）
に
よ
れ
ば
、寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

に
幕
府
が
湯
島
聖
堂
に
官
学
と
し
て
の
昌
平
坂
学
問
所
を
開
い
た
時
、
羅
山
以
来
収
集
さ
れ
た
林
家
蔵
書
の
全
て
に
こ
の
印
を
押
し
て
移

管
し
た
と
さ
れ
る
。
続
群
書
類
従
本
と
同
系
統
の
写
本
で
、
文
明
八
年
丙
申
（
一
四
七
六
）
か
ら
、
明
応
四
年
乙
卯
（
一
四
九
五
）
ま
で

の
二
十
年
間
の
詩
歌
を
収
め
、
巻
末
の
贈
詩
序
、
贈
詩
を
欠
く
。

　
　
　
活
字
本

１
．　

續
群
書
類
従
本　
『
續
群
書
類
従
』
第
十
二
輯
下
・
巻
三
三
六
・
文
筆
部
二
〇
。
目
録
題
「
島
隱
集
［
島
隱
漁
唱
］」、
序
題
「
島
隱
集
」、

内
題
「
島
隱
漁
唱
」。



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

三
一

２
．　

薩
藩
叢
書
本　

扉
題
「
島
隱
漁
唱
」、
序
題
「
島
隱
集
」、
内
題
「
島
隱
漁
唱
」。『
薩
藩
叢
書
』（
薩
藩
叢
書
刊
行
会
、
一
九
〇
六
年
）

第
二
編
別
集
に
所
載
。
テ
キ
ス
ト
は
、『
續
群
書
類
従
』
巻
三
三
六
文
筆
部
二
〇
に
よ
る
。『
新
薩
藩
叢
書
』（
歴
史
図
書
社
、一
九
七
一
年
）

で
は
第
四
巻
所
収
で
、
目
録
題
の
み
「
島
陰
漁
唱
」。

写
本
の
系
統
は
、
繁
本
、
簡
本
の
二
系
統
に
分
か
れ
る
。
繁
本
が
、
史
料
編
纂
所
本
、
旧
知
覧
文
庫
本
で
、
簡
本
が
、
旧
内
閣
文
庫
本
、
神

宮
文
庫
本
、懐
徳
堂
文
庫
本
で
あ
る
。
活
字
本
は
簡
本
の
系
統
で
あ
る
。
繁
本
は
、書
名
を
「
島
陰
集
」「
島
陰
漁
唱
」
又
は
「
島
隱
漁
唱
」
と
し
、

文
明
八
年
丙
申
（
一
四
七
六
）
か
ら
、
明
応
六
年
丁
巳
（
一
四
九
七
）
ま
で
の
二
十
二
年
間
の
詩
歌
を
収
め
る
。
簡
本
は
、
書
名
を
「
島
隱
集
」

「
島
隱
漁
唱
」
と
し
、
文
明
八
年
丙
申
（
一
四
七
六
）
か
ら
、
明
応
四
年
乙
卯
（
一
四
九
五
）
ま
で
の
二
十
年
間
の
詩
歌
を
収
め
る
。

桂
庵
玄
樹
は
、
成
化
四
年
（
応
仁
二
年
、
戊
子
、
一
四
六
八
）
北
京
滞
在
中
よ
り
始
め
て
、
毎
年
正
月
元
旦
に
詩
を
読
む
こ
と
を
習
慣
と
し

て
お
り
、
こ
れ
を
基
準
に
す
る
こ
と
で
、
詩
歌
の
作
詩
年
代
が
容
易
に
判
明
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
簡
本
は
、
詩
歌
の
年
代
順
配
列
に
混
乱
が
見

ら
れ
る
。
続
群
書
類
従
本
に
つ
い
て
、
見
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

巻
之
上

六
四
八
下　

文
明
丙
申
六
月
朔
…
…
（
巻
頭
詩
）
：
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）

六
五
一
上　

丁
酉
元
旦
之
作
。
予
嘗
以
日
域
應
仁
元
年
。
奉
使
而
赴
中
華
。
其
翌
年
在
燕
都
。
早
朝
大
明
宮
。
實
成
化
四
年
戊
子
之
春
。
予

年
四
十
二
也
。
詩
中
記
愚
齡
。
爾
來
于
今
十
春
。
隨
例
者
如
此
。
至
祝
。
：
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）

六
五
五
下　

戊
戌
元
旦
…
…
依
例
記
愚
齡
：
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）

六
六
一
下　

己
亥
元
旦
…
…
蓋
隨
例
記
愚
齡
也
：
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）

六
六
五
上　

庚
子
元
旦
…
…
蓋
記
愚
齡
者
隨
例
也
：
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
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三
二

六
七
一
下　

辛
丑
元
旦
…
…
蓋
隨
例
也
：
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）

巻
之
中

六
七
六
下　

壬
寅
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）

六
八
一
下　

癸
卯
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）

六
八
三
上　

甲
辰
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）

六
八
四
上　

乙
巳
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）

六
八
五
上　

丙
午
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）

六
八
六
下　

丁
未
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）

六
九
一
下　

戊
申
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

六
九
六
上　

己
酉
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）

巻
之
下

六
九
九
上　

庚
戌
元
旦
隨
例
記
愚
齡
…
…
：
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）

七
〇
二
下　

辛
亥
春
首
隨
例
記
愚
齡
…
…
：
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）

七
〇
四
上
　
癸
丑
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）

七
〇
九
下
　
壬
子
春
首
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）

七
一
一
下　

甲
寅
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）

七
一
四
上　

乙
卯
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

三
三

繁
本
に
は
、
こ
の
問
題
点
は
な
い
。
以
下
、
史
料
編
纂
所
本
（
旧
知
覧
文
庫
本
に
よ
り
補
う
）
の
例
を
示
す
。

巻
之
上

四
表　

文
明
丙
申
六
月
朔
…
…
（
巻
頭
詩
）
：
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）

六
裏　

丁
酉
元
旦
之
作
。
予
嘗
以
日
域
應
仁
元
年
。
奉
使
而
赴
中
華
。
其
翌
年
在
燕
都
。
早
朝
大
明
宮
。
實
成
化
四
年
戊
子
之
春
。
予
年

四
十
二
也
。
詩
中
記
愚
齡
。
爾
來
于
今
十
春
。
隨
例
者
如
此
。
至
祝
。
：
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）

一
四
裏　

戊
戌
元
旦
…
…
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）

二
三
裏　

己
亥
元
旦
…
…
蓋
隨
例
記
愚
齡
也
：
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）

二
八
裏　

庚
子
元
旦
…
…
蓋
記
愚
齡
者
隨
例
也
：
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）

三
八
裏　

辛
丑
元
旦
…
…
蓋
隨
例
也
：
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）

五
〇
表　

壬
寅
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）

五
九
表　

癸
卯
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）

六
三
表　

甲
辰
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）

六
五
表　

乙
巳
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）

巻
之
中

六
七
表　

丙
午
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）

七
一
表　

丁
未
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）

七
八
表　

戊
申
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

八
五
表　

己
酉
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
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三
四

八
九
裏　

庚
戌
元
旦
隨
例
記
愚
齡
…
…
：
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）

九
五
表　

辛
亥
春
首
隨
例
記
愚
齡
…
…
：
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）

九
八
表
　
壬
子
春
首
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）

一
〇
四
裏
　
癸
丑
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）

一
〇
九
裏　

甲
寅
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）

一
一
七
表　

乙
卯
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）

一
二
二
裏　

丙
辰
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）

一
二
七
裏　

丁
巳
元
旦
隨
例
記
愚
齡
：
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）

『
島
隠
（
陰
）
漁
唱
』
に
は
、
繁
本
、
簡
本
と
も
に
、
巻
頭
に
は
洪
常
「
島
隠
（
陰
）
集
序
」（
弘
治
九
年
（
一
四
九
六
）
丙
辰
七
月
既
望
）

を
有
す
る
が
、
こ
れ
は
、
佐
々
木
永
春
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

佐
々
木
永
春（
８
）
は
、明
應
三
年
（
一
四
九
四
）、鹿
児
島
の
桂
樹
院
に
桂
庵
玄
樹
を
尋
ね
、そ
の
詩
集
『
島
隱
集
』
を
預
か
り
、明
應
四
年
（
弘

治
八
年
乙
卯
、
一
四
九
五
）
春
に
九
州
を
発
っ
た
遣
明
船
で
寧
波
に
渡
り
、
仲
秋
既
望
、
寧
波
の
名
士
達
に
『
島
隱
集
』
を
示
し
て
贈
詩
お
よ

び
厳
端
「
贈
日
本
桂
庵
樹
禅
師
詩
序
」
を
請
い（
９
）、さ
ら
に
、明
應
五
年
（
弘
治
九
年
丙
辰
、一
四
九
五
）
七
月
既
望
に
四
明
の
洪
常
か
ら
「
島

隱
集
序
」
を
書
い
て
も
ら
い
、七
月
中
に
寧
波
を
出
帆
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
し
た
が
っ
て
、佐
々
木
永
春
が
中
国
に
持
参
し
た
『
島
隱
集
』
は
、

明
応
三
年
以
前
の
詩
を
集
め
た
桂
庵
自
訂
本
で
あ
り
、二
〇
年
間
の
詩
を
上
中
下
三
巻
に
配
分
し
た
現
行
の
簡
本
に
対
応
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

簡
本
は
、佐
々
木
永
春
が
中
国
へ
持
参
し
た
桂
庵
自
訂
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
の
伝
来
し
た
も
の
と
な
る
。一
方
、繁
本
は
、明
応
六
年（
一
四
九
七
）

以
降
の
編
纂
で
あ
る
。
繁
本
で
は
下
巻
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
推
定
で
あ
る
が
、
も
し
、
繁
本
が
桂
庵
没
後
の
編
纂
で
あ
る
な
ら
ば
、
下
巻



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

三
五

に
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
か
ら
桂
庵
没
年
の
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
ま
で
の
詩
を
収
め
、
各
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
十
年
前
後
の
詩
を
収
め
る
と

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
史
料
編
纂
所
本
に
の
み
見
え
る
題
下
注
記
に
「
有
序
見
（
于
）
文
集
」

と
あ
る
こ
と

か
ら
、
桂
庵
玄
樹
に
は
別
個
に
文
集
の
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
は
、
資
料
収
集
、
解
題
を
高
津
孝
が
担
当
し
、
校
本
作
成
を
岩
川
拓
夫
（
尚
古
集
成
館
）
が
担
当
し
た
。
責
任
は
両
者
が
負
う
も
の
で

あ
る
が
、
繁
雑
な
作
業
を
こ
な
さ
れ
た
岩
川
に
よ
る
校
本
作
成
の
功
を
多
と
す
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─

１
．　

荒
木
矩
編
『
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑
』
（
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
）
（
『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
（
第
六
八
巻
、
皓
星
社
、

二
〇
〇
一
年
）
所
収
）
。　

２
．　
『
三
國
名
勝
圖
會
』（
青
潮
社
、
一
九
八
二
年
）
巻
三
十
一
大
隅
國
囎
唹
郡
國
分
に
「
靈
鷲
山
正
興
寺
（
割
注
：
地
頭
館
よ
り
戌
方
、
凡
三
十
一
町
）

内
村
に
あ
り
、
京
都
臨
濟
宗
五
山
の
中
、
建
仁
寺
の
末
に
し
て
、
本
尊
釋
迦
如
來
（
割
注
：
坐
像
、
長
二
尺
九
寸
、
運
慶
作
）
夾
侍
迦
葉
・
阿
難
（
長

二
尺
八
寸
、
本
尊
同
作
）、
開
山
佛
智
圓
應
禪
師
（
割
注
：
元
弘
三
年
、
七
月
廿
三
日
、
寂
す
と
云
、
元
弘
は
一
年
に
し
て
、
翌
年
正
慶
と
改
元
す
、

故
に
元
弘
三
年
は
、
正
慶
二
年
な
り
）、
當
寺
は
、
永
仁
中
創
建
に
し
て
、
正
宮
八
幡
の
本
地
所
、
三
箇
寺
の
一
（
外
二
ヶ
寺
は
、
下
の
正
國
寺
正
高

寺
な
り
）
な
り
と
云
、
二
世
坦
然
和
尚
（
貞
和
四
年
戊
子
五
月
廿
五
日
于
寂
）
開
基
に
し
て
、
圓
應
は
、
勧
請
開
山
な
り
、
天
文
十
六
年
、
八
月
廿

八
日
、十
刹
の
列
た
る
べ
き
と
の
綸
旨
、及
び
將
軍
義
輝
の
台
翰
あ
り
」。
正
興
寺
に
つ
い
て
は
、『
鹿
児
島
県
の
地
名
』（
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー

編
、
一
九
九
八
年
）
姶
良
郡
隼
人
町
「
正
興
寺
跡
」
に
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
い
記
載
が
あ
る
。

３
．　
『
大
日
本
古
記
録　

上
井
覺
兼
日
記　

上
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
）
ｐ
二
〇
〇
・
天
正
十
一
年
二
月
「
五
日

…
…
此
座
に
玄
龍
首
座
と
申
被
有
合
候
」（
校
訂
者
注
：
正
興
寺
、
姶
良
郡
宮
内
）、
ｐ
二
〇
三
・
天
正
十
一
年
二
月
「
十
日
…
…
代
賢
和
尚
御
覧
候

て
、
被
賦
尊
偈
、
同
玄
龍
首
座
被
賡
尊
韻
」。
桂
庵
玄
樹
の
学
問
を
伝
え
る
文
之
玄
昌
（
南
浦
）
は
、
一
時
鎌
倉
建
長
寺
な
ど
に
赴
い
た
期
間
を
除
い

て
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
よ
り
、
慶
長
十
六
年(

一
六
一
一)

に
鹿
児
島
大
龍
寺
の
開
山
に
な
る
ま
で
正
興
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
。
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六

４
．　
『
知
覧
町
郷
土
誌
』（
知
覧
町
郷
土
誌
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）。

５
．　
『
知
覧
町
郷
土
誌
』（
知
覧
町
郷
土
誌
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）。
旧
知
覧
文
庫
本
『
島
陰
漁
唱
』
は
、
知
覧
文
庫
か
ら
流
出
し
た
後
、
大
分

県
の
古
書
肆
を
経
て
、京
都
の
其
中
堂
の
所
蔵
と
な
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
佐
多
操
知
覧
町
長
が
購
入
を
図
っ
た
が
、天
覧
を
経
た
た
め
高
額
に
な
り
、

断
念
し
た
と
い
う
。

６
．　

渡
邊
雄
二
「『
島
隠
漁
唱
』
に
読
む
桂
庵
玄
樹
の
動
向
と
雪
舟
」（
前
編
、
後
編
）
雪
舟
研
究
会
『
天
開
圖
畫
』
六
、七
（
山
口
県
立
美
術
館
、

二
〇
〇
六
、二
〇
〇
九
年
）。

７
．　
『
改
訂
増
補
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』（
国
立
公
文
書
館
、
一
九
八
一
年
）。

８
．　

佐
々
木
永
春
に
つ
い
て
は
、
川
上
涇｢

送
源
永
春
還
國
詩
畫
巻
と
王
諤｣

（『
美
術
研
究
』
二
百
二
十
一
号
、
一
九
六
二
年
）
参
照
。
そ
の
明
應
年
間

の
渡
明
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
刀
江
書
院
、
一
九
六
九
年
）
第
三
章
第
六
節
「
明
應
度
の
遣
明
船
」
に
よ
る
。

９
．　

史
料
編
纂
所
本
の
巻
末
お
よ
び
伊
地
知
季
安
『
漢
学
紀
源
』
桂
庵
玄
樹
の
条
に
引
く
。
厳
端
序
は
「
弘
治　

年
日
長
至
」
と
年
号
は
空
欄
に
な
っ

て
い
る
が
、
弘
治
九
年
（
一
四
九
六
）
夏
至
と
推
定
さ
れ
る
。

10
．　

史
料
編
纂
所
本
、
十
三
裏
「
重
次
中
之
字
呈
隈
部
公
」
下
注
「
有
序
見
于
文
集
」、
四
十
六
表
「
送
大
醫
陳
祖
田
詩
」
下
注
「
有
序
見
文
集
」、

八
十
三
裏
「
送
雲
夢
禅
師
東
京
之
行
詩
」
下
注
「
有
序
見
于
文
集
」。
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本
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）

三
七

　
　
　

凡
例

１
．　

本
稿
は
、
底
本
と
し
て
近
世
後
期
写
本
と
推
定
さ
れ
る
旧
知
覧
文
庫
本
を
使
用
す
る
。
本
来
な
ら
ば
、
近
世
初
期
写
本
と
推
定
さ
れ
る
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
本
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
全
冊
に
わ
た
っ
て
下
部
の
一
字
か
ら
六
字
前
後
を
闕
失
し
て
い
る
た
め
、
同
系
統
の
旧
知
覧
文
庫
本
に

依
っ
た
。
但
し
、
二
本
と
も
に
、
上
中
下
三
巻
の
内
、
下
巻
を
欠
く
。

２
．　

校
訂
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
各
本
を
使
用
し
た
。

　
　

知
覧
本
：
旧
知
覧
文
庫
本
（
曹
洞
宗
泉
岳
寺
所
蔵
）

　
　

東
大
本
：
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

　
　

阪
大
本
：
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵

　
　

神
宮
本
：
神
宮
文
庫
所
蔵

　
　

内
閣
本
：
国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫
所
蔵

　
　

類
従
本
：
『
續
群
書
類
従
』
第
十
二
輯
下
・
巻
三
三
六
・
文
筆
部
二
〇

　
　

但
し
、
内
閣
本
は
、
誤
写
が
多
い
た
め
、
参
考
と
す
る
に
止
め
た
。

３
．　

字
体
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
一
水
準
第
二
水
準
に
従
い
、基
本
的
に
旧
字
体
を
使
用
し
た
。
異
体
字
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
、『
異
体
字
解
読
字
典
』（
柏
書
房
、

一
九
八
七
年
）
を
参
考
と
し
た
。
な
お
、
く
り
か
え
し
符
号
は
、
本
来
の
字
に
直
し
た
。
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八

島
陰１

漁
唱　

乾

１
陰　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
従
本
「
隱
」。

島
陰１

集
序

人
生
覆
載
間
、
性
同
天
地
之
師
、
形
同
天
地
之
塞
、
所
以
有
華
夷
之
辨
者
、
豈
以
其２

疆
土
之
遠
、
風
氣
之
殊
耶
、
亦
曰
、
徒
有
是
形
而
不
知

性
爲
何
物
也
、
楊３

雄
謂
、
在
門
墻
則
麾
之
、
在４

夷
狄
則
進
之
者
、
蓋
有
以
也
、
日
本
國
在
東
海
之
東
、
自
後
漢
始
入
中
國
、
由
是
得
覩
墳
典
之

全
、
聞
周
孔
之
道
、
而
用
夏
變
夷
、
是
以
其
國
雖
舊
、
而
俗
則
新
矣
、
若
唐
之
粟
田
授
經
於
四
門
助
敎
趙
玄
默
、
仲
滿
之
慕
華５

不
肯
去
、
宋
之

奝
然
能
屬
文
善
隷
書
者
、
要
皆
與
華
人
相
後
先
也
、
是
豈
可
得
而
少
之
哉
、
我
朝
大６

祖
高
皇
帝
、
法
天
爲
治
、
聖
子
神
孫
、
繼
體
守
成
、
而
薄

海
内７

、
無
不
被
其
敎
化
、
故
凡
越
裳
肅
愼
玁
狁
高
麗
諸
蠻
國
、
遣
使
入
貢
白
雉
楛８

矢
之
類
者
、
肩
摩
踵
接
無
虛
歳
也
、
今
天
子
改
元
弘
治
之
八

年
、
日
本
國
復
譯
而
來
朝
、
舟
次
吾
鄞
江
上
、
一
日
有
客
、
持
其
國
南
禪
寺
僧
桂
庵
島
陰９

集
凡
若
干
萬
言10

詣
予
、
不
解
華
語
、
索
紙
筆
以
告
予
曰
、

桂
庵
吾
國
緇
流
中
之
翹
楚
也
、
精
内
典
、
通
儒
書
、
旁
及
莊
列11

、
無
一
之
不
究
心
矣
、
成
化
四
年
、
觀
光
上
國
、
得12

從
華
之
大
夫
士
遊
、
益
增

其
所
未
能
、
歸
避
亂
居
豐
筑
肥
之
三
州
、
凡
其
吟
詠
性
情
應
酬
干
求
之
作
皆
在
於
是
、
終
居
薩
州
之
麑
島
、
故
名
島
陰13

集
、
敢
丐
大
人
先
生
一

言
、
以
序
之
、
儻
蒙
不
拒
、
其
爲
榮
幸
曷
可
言
哉
、
予
嘗
見
其
紀
夢
遇
舊
之
作
、
能
曲
盡
離
索
之
意
、
則
固
心
敬
之
矣
、
及
觀
是
集
、
則
誠
不

在
於
華
之
作
者
及
其
國
粟
田
奝
然
之
下
也
、
可
嘉
也
已
、
乃
不
辭
而
爲
序
、
以
歸
之
、
弘
治
九
年
在14

丙
辰
七
月
既
望

賜
進
士
第
奉
政
大
夫
脩
正
庶
尹
兵
部
選15

清
吏
司
郞
中
致
仕
奉
詔
進
階
朝
列
大
夫
四
明
洪
常
子
經
序

　
　

紀
夢16

歸
夢
飄
然
落
海
東
、
赤
城
舊
院
杏
花
紅
、
坐
迎
諸
友
一
樽
酒
、
似
慰
多
年
離
別17

中18

、
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遇
舊

途
中
適
遇
四
明
人
、
一
笑
如
同
骨
肉
親
、
可
有
扶
桑
新
到
客
、
報19

言
東
魯
送
殘
春
、

右
二
詩
、
乃
日
本
東
居
座
永
福
玄
樹
師
、
於
成
化
四
年
遊
吾
國
時
所
作
也
、
吾
詞
林
評
、
有
唐
人
之
風
、
茲
集
中
所
作
失
、
因
附
錄
錄
于
左

方
、
友
梅
識
、

１
陰　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
隱
」。
２
其　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
厥
」。
３
楊　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
「
揚
」。
４
在　

神
宮
本
「
有
」。

５
慕
華　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
慕
花
」。
６
大　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
「
太
」。
７
内　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
内
外
」。
８
東
大
本
傍
注
「
胡
古
切
、
木
、

中
作
矢
、
奇
」。
９
陰　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
隱
」。
10
言　

神
宮
本
「
古
」。
11
列　

神
宮
本
闕
。
12
得　

東
大
本
闕
。
13
陰　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從

本
「
隱
」。
14
在　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
歳
在
」。
15 

選　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
武
選
」。
16
紀
夢　

阪
大
本
闕
。
17
離
別　

東
大
本
・

阪
大
本
・
神
宮
本
「
別
離
」。
18
阪
大
本
、
小
字
「
紀
夢
」。
19　
「
報
言
」
以
下
、
東
大
本
・
阪
大
本
に
よ
っ
て
補
う
。
但
し
、
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
は
「
日
」

下
に
「
本
」
を
欠
き
、
阪
大
本
は
「
因
附
錄
于
左
方
」
に
作
り
、
類
從
本
は
「
座
」
を
「
坐
」
に
作
り
、
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
は
「
友
梅
識
」
を
欠
く
。

　
島
陰１

漁
唱
卷
之
上２　

１
陰　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
隱
」。
２　

阪
大
本
、
小
字
「
自
文
明
八
丙
申
年
至
安
永
三
甲
午
年
、
已
二
百
九
十
九
年
」。

　
　

文
明
丙
申
六
月
朔
、
予
避
豐
城
之
亂
而
入
後
筑
、
二
十
有
四
日
、
到
大
竹
山
二
尊
精
舎
、
主
盟
源
東
谷
、
與
予
舊
交１

之
尤
厚
者
也
、
先

十
一
年
、
分
床２

於
赤
城
之
弊
寺
、
是
時
予
將
南
遊
焉
、
公
亦
告
別
而
去
矣
、
爾
來
干
戈
塞
途
、
而
幷
汾
絕
信
、
何
以
獲
慰
惓
惓
焉
、
然
則
此
會

也
、
實
出
乎
不
意
、
豈
爲
不
怪
耶
、
所
愧
龍
鍾
之
客
、
而
漫
陪
麈
談
之
美
、
仍
作
是
詩
、
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寺
拜
二
尊
山
幾
重
、
扣
門
是
處
寄
行
蹤
、
南
遊
十
一
年
前
別
、
西
海
三
千
里
外
逢
、
師
已
匡
徒
耐
龜
鑑
、
吾
今
爲
客
轉
龍
鍾
、
清
談
坐
久
夜

涼
榻
、
萬
竹
鳴
風
月
在
松
、

１
舊
交　

類
從
本
「
舊
友
」。
２
床  

東
大
本
「
床
頭
」。

　
　

文
明
丙
申
之
冬
、
予
寓
筑
大
竹
精
舎
、
偶
聞
法
兄
獨
笑
翁
之
在１

隣
境
、
速
遣
僕
問
厥
居
、
卽
河
陽
縣
中
村
庵
最
僻
者
也
、
翌
旦
往
以
得

拜
謁
焉
、
是
夕
爐
話
、
既
及
三
更
、
京
輦
之
古
也
、
天
末
之
今
也
、
一
榮
一
衰
、
或
悲
或
喜
、
其
情
不
言
可
知
矣
、
昔
蘇
家
兄
弟
、
對
床２

彭
城

之
夜
雨
、
離３

合
攸
感
、
今
昔
詎
異
、
遂
作
川
八
句
一
章
、
蓋
他
日
以
爲
錦
旋
之
談
資
者
乎
、

茅
鞋
竹
杖４

雙
蓬
鬢
、
天
末
吟
詩
伴
阿
兄
、

若
洛
陽
三
十
載
、
楓
林
楚
水
一
千
程
、
殘
雲
分
宿
團
蒲
濕
、
寒
雨
初
乾
落
葉
鳴
、
記
取
故
山
歸

去
日
、
連
床
夜
話
在
彭
城
、

１
在　

神
宮
本
「
有
」。
２
床　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
床
於
」。
３
離　

東
大
本
「
離
舎
」。
４
竹
杖　

東
大
本
「
竹
杖
枝
」、
神
宮
本
「
竹
枝
」。

　
　

和
法
兄
中
心
禪
師
詩
、
蓋
十
一
年
之
前
、
與
公
會
于
長
城
永
福
之
先
廬
、
此
年
公
赴
大
唐
、
予
亦
辭
先
廬
、
還１

于
筑
之
前
州
、
故
語２

及
之
、

客
裡３

相
逢
忘
爲
客
、
除
君
無
弟
亦
無
兄
、
先
廬
分
榻
十
年
外
、
上
國
朝
天
萬
里
程
、
月
暗
汀
洲４

鴻
雁
亂
、
風
吹
原
野
鶺
鴒
鳴
、
別
來
多
少
悲

歡
事
、
曙
色
開
窗
雪
滿
城
、

１
廬
、還　

東
大
本「
亦
還
」、阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本「
而
還
」。
２
語　

神
宮
本
・
類
從
本「
話
」。
３
裡  

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本「
裏
」。
４
洲　

東
大
本「
州
」。



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

四
一

　
　

重
次
珠
光
翁
之
尊
韻

次
第
花
開
一
年
裡
、
水
仙
清
客
菊
爲
兄
、
窮
陰
蕭
索
歳
云
暮
、
故
國
迢
遙
路
幾
程
、
雖
是
江
湖
甘
鷁
退
、
未
應
風
雨
廢
雞
鳴
、
春
來
告
別
定

何
處
、
塞
外
山
迷
萬
里
城
、

家
世
當
時
傾
洛
社
、
賢
良
最
喜
白
眉
兄
、
十
年
學
道
魚
千
里
、
四
海
摶
風
鵬
一
程
、
天
上
碧
桃
恩
渥
厚
、
月
中
丹
桂
美
名
鳴
、
何
知
今
日
蠻

荒
地
、
共
送
斜
陽
對
古
城
、

雨
聲
竹
屋
笑
談
夜
、
情
似
蘇
家
老
弟
兄
、
飄
泊
江
湖
無
定
處
、
崢
嶸
歳
月
筭
遊
程
、
洞
庭
潮
落
帆
初
轉
、
豐
嶺
霜
寒
鐘
自
鳴
、
意
想
東
歸
身

未
遂
、
水
長
山
遠１

赤
間
城
、

１
遠　

東
大
本
「
長
」
を
「
遠
」
に
改
め
る
。

　
　

書
珠
光
壁

１

秋
風
林
落
夕
陽
灣
、
黃
葉
青
苔
門
半
關
、
地
爲
栽
花
宜
隱
逸
、
居
依
愛
竹
適
清
閑
、
村
南
村
北
有
無
路
、
庭
後
庭
前１

遠
近
山
、
萬
頃
菰
田
飛

白
鷺
、
奚
囊
添
得
數
篇
還
、

１
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
、
小
字
「
文
明
八
年
小
春
日
書
于
筑
後
河
崎
宅
間
田
珠
光
之
室
」。
３
庭
後
庭
前　

東
大
本
「
庵
後
庵
前
」
に
改
め
る
。
阪
大
本
・
神

宮
本
・
類
從
本
「
庵
後
庵
前
」。
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和
天
秀
翁
壁
間
詩

霜
筠
雪
竹
碧
溪
灣
、
葉
片
堆
堆
晝
掩
關
、
萬
事

來
都
不
管
、
百
年
至
樂
莫
如
閑
、
犢
邊
烟
暝
小
村
落
、
鴉
外
雲
飛
何
處
山
、
數
里
西
南
市

橋
暮
、
袈
裟
又
蹈１

夕
陽
還
、２

１
踏　

阪
大
本
「
踏
」。
２
東
大
本
、
小
字
「
十
一
月
□
□
…
□
□
獨
笑
□
□
…
□
□
」。
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
、
小
字
「
十
一
月
初
五
還
于
大
竹
之
客
居
獨

笑
翁
挽
袖
責
次
韻
」。

　
　

代
人
和
交
友
之
所
寄

肥
陽
天
遠
去
何
之
、
故
爲
梅
花
約
後
期
、
從
是
孤
村
風
雪
暮
、
枝
南
枝
北
立
多
時
、

菊
謝
楓
衰
梅
亞
之
、
請
君
須
蹈
再
遊
期
、
從
相
別
後
無
詩
客
、
枕
懶
曉
風
殘
月
時１

、

唐
室
雄
文
韓
退
之
、
師
門
業
在
後
生
期
、
與
誰
連
句
城
南
寺
、
竹
影
泉
音
欲
暮
時
、

１
殘
月
時　

東
大
本
「
殘
時
月
」。

　
　

代
人
次
韻

雨
從
別
後
聽
初
奇
、
院
落
秋
風
葉
動
時
、
緬
想
溫
泉
宮
畔
寺
、
鶯
花
春
可
臘
前
知
、　

此
人
在
小
峰
寺
、
寺
隣

之
陽１
、

冬
日
牡
丹
詞
吐
奇
、
晚
唐
今
似
曙
星
時
、
詩
翁
千
首
好
詩
客２

、
獨
許
風
流
年
少３

知
、　

丙
申
之
冬
竹
山
客
居
應
僧
某
之
求４

１

之
陽　

東
大
本
「

之
湯
」、
阪
大
本
「

湯
」、
神
宮
本
「
山
鹿
陽
」。 

２
客　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
格
」。
３
年
少　

東
大
本
「
少
年
」。
４
丙
申
之
冬
竹
山
客



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

四
三

居
應
僧
某
之
求　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。

　
　

和
秋
月
種
朝
公
題
靈
巖
寺
詩　

序
見
于
別
錄１

朶
朶
峰
巒
雲
半
空
、
上
方

若
翠
微
中
、
知
君
飛
駕
春
遊
好
、
紅
白
花
開
連
夜
風
、

高
僧
行
道
轉
頭
空
、
三
十
年
來
一
夢
中
、
復
憶
香
山
老
居
士
、
詩
成
桂
子
落
天
風
、

壯
年
才
氣
𦐂
摩２

空
、
名
出
漢
家
華
譜
中
、
殘
夜
雞
鳴
人
起
早
、
金
鞍
拂
露
柳
營
風
、３

１
序
見
于
別
錄　

神
宮
本
闕
、
東
大
本
「
有
序
見
于
別
□
」。
阪
大
本
「
有
序
見
于
別
錄
」。
２
摩　

東
大
本
「
磨
」。
３
東
大
本
・
阪
大
本
・
類
從
本
、
小
字
「
丁
酉

閏
正
中
澣
」。

　
　

得
專
壑
禪
師
書
、
憶
故
人１

藤
金
吾
之
輩
、　

書
中
有
再
會
之
語２

、

春
冷
於
秋
似
不
春
、
今
年
花
憶
去
年
人
、
生
前
再
會
惣
無
賴
、
風
雨
蠻
江
老
病
身
、３

１
人　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
友
」、
東
大
本
は
「
人
」
を
「
友
」
に
改
め
る
。
２
書
中
有
再
會
之
語　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
従
本
闕
。
３
以
下
、

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
、
小
字
「
書
中
有
再
會
之
語
」。

　
　

靈
巖
周
泉
上
人
赴
洛
、
次
天
秀
翁
之
韻
送
別
、

春
遊
我
昔
洛
陽
坡
、
情
爲
送
君
添
得
多
、
臺
閣
翬
飛
五
雲
上
、
姑
蘇
麋
鹿
又
如
何
、
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孝
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川
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紫
陽
洞
口
暮
天
霞
、
離
袖
怱
怱１

去
路
賖
、
亂
後
京
東
洛
南
寺
、
一
枝
何
地
舊
時
花
、

１
怱
怱　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
「
忽
忽
」。

　
　

吾
友
大
極
老
、
頃
聞
藥
誨
於
醫
王
禪
翁
、
去
歳
小
春
有
書
、
是
日
偶
得
飛
廉
之
便
、
寄
是
詩
、　
醫
王
院
在
筑
前
宗
像１

去
歳
小
春
書
一
紙
、
報
言
今
夏
坐
臞２

禪
、
單
傳
葉
落３

不
傳
底
、
大
極
梅
開
無
極
先
、
龍
帶
雨
來
添
鉢
水
、
鳥

４

花
去
避
茶
烟
、
有
詩
須
付
南

飛
雁
、
西
塞
山
前
碧
海
天
、５

１
醫
王
院
在
筑
前
宗
像　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。
２
臞　

神
宮
本
「
曜
」。
３
落　

神
宮
本
・
類
從
本
「
薄
」。
４
　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類

従
本
「
啣
」。
５
東
大
本
「
醫
王
院
□
□
…
…
□
□
居
軒
□
□
…
…
」。
阪
大
本
・
類
從
本
「
醫
王
院
在
筑
前
宗
方
郡
極
翁
寓
居
軒
名
不
傳
」、
神
宮
本
「
醫
王
院
在
筑

前
宗
法
郡
極
翁
寓
居
軒
名
不
傳
」。

　
　

丁
酉
元
旦
之
作
、予
嘗
以
日
域
應
仁
元
年
、奉
使
而
赴
中
華
、其
翌
年
在
燕
都
、早
朝
大
明
宮
、實
成
化
四
年
戊
子
之
春
、予
年
四
十
二
也
、

詩
中
記
愚
齡
、
爾
來
于
今
十
春
、
隨
例
者
如
此
、
至
祝
、

華
髮
逢
春
白
蹈
僧
、
百
年
爲
半
一
年
增
、
窗
隣
脩
竹
礀
陰
寺
、
隱
几
新
吟
吹
硯
氷
、

　
　

今
春
將
有
薩
陽
之
行
、
一
香
獻
詩
神
、
以
祝
彼
國
之
安
平
云
、

肥
陽
城
外
薩
陽
城
、
聞
說
今
年
收
甲
兵
、
萬
里
雲
飛
駕
言
邁
、
風
流
太
守
愛

清
、

　
　

竹
山
主
盟
春
首
賦
詩
試
大１

手
筆
、
仍
和
尊
韻
、
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主
山
綠
富
案
山
春
、
梵
語
詩
成
句
法
新
、
好
是
風
流
竹
尊
者
、
梅
花
釀
酒
月
爲
賓
、

１
大　

阪
大
本
「
太
」。

　
　

香
山
僧
周
泉
有
詩
索
拙
和
、
蓋
州
長
官
有
求
耶
、

海
外
今
雖
亂
後
時
、
一
州
仁
政
二
南
詩
、
野
無
草
賊１

往
來
滿
、
客
路
頭
陀
喜
上
眉
、

１
賊　

神
宮
本
・
類
従
本
「
賦
」。

　
　

人
日
鄰
翁
餉
生
菜

野
人
有
意
竹
西
鄰
、
時１

以
菜
盤
風
味
新
、
招
取
村
僧
相
對
煮
、
農
談
終
日
土
牛
春
、

１
時　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
従
本
「
餉
」。

　
　

元
夕
無
燈
、
恰
如
祥
府
可
久
之
房
、
蕭
條
可
知
矣
、

無
復

膏
照
夜
禪
、
燒
燈１

佳
節
客
方
眠
、
扣
門
去
乞
隣
家
火
、
半
束
濕
薪
吹
不
燃
、

１
燒
燈　

東
大
本
「
燈
燒
」
を
「
燒
燈
」
に
改
め
る
。
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菊
城
客
舎
上
丁
日
、
觀
孔
廟
春
祀
之
盛
禮
、

大
平
奇
策
至
誠
中
、
春
奠
賁
筵
陪
泮
宮
、
泗
水
吹
添
菊
潭
碧
、
塞１

雲
染
出
杏
壇
紅
、
一
家
有
政
九
州
化
、
萬
古
斯
文
四
海
同
、
絃
誦
未
終
花

欲
暮
、
香
烟
撲
袂
畫２

簾
風
、

１
塞　

阪
大
本
「
塞
」
を
「
寒
」
に
改
め
る
。
類
從
本
「
寒
」。
２
畫　

東
大
本
「
晝
」
を
「
畫
」
に
改
め
る
。

　
　

闔
府
緇
素
詣
泮
宮
、
各
獻
詩
文
、
或
獻
歌
詠
、
緇
郞
某
有
詩
求
和
、
仍
次
韻
、

千
百
年
先
集
大
成
、
道
從
之
者
致
昇
平
、
神
壇
布
瑞
花
如
雪
、
人
蹈
白
櫻
桃
下
行
、

　
　

代
人
悼
榮
周
俊
童１

十
年
作
夢
一
家
人
、
何
識
花
飛
離
別
新
、
月
下
吟
魂
招
不
返
、
悲
風
易
雨
暮２

陰
春
、

１
榮
周
俊
童　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
「
榮
固
俊
童
」、
阪
大
本
「
榮
固
」
を
「
榮
同
」
と
改
め
る
。
類
從
本
「
榮
同
俊
童
」。
２
暮　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・

類
從
本
「
墓
」。

　
　

和
叢
侍
者
之
韻

千
里
來
遲
不
見
人
、
因
詩
想
像
玉
顔
新
、
牡
丹
庭
宇
海
棠
院
、
花
恨
君
曾
所

春
、

少
年
十
四
五
芳
名
、
佳
木
欣
欣
春
欲１

榮
、
夜
壑
舟
移
天
地
外
、
晨
昏
回
首
古
今
情
、
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小
欄
吟
盡
冩
愁
詩
、
鳥
亦
聲
聲
日
暮
悲
、
春
半
如
秋
榕
葉
落
、
風
光
不
似
去
年
時２

、

１
欲　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
向
」、
東
大
本
「
欲
」
を
「
向
」
に
改
め
る
。
２
不
似
去
年
時　

東
大
本
「
不
去
年
時
似
」。

　
　

送
叢
侍
者
之
歸
勤１

麻
山２

客
裡
春
殘
花
竹
寺
、
離
亭
哦
句
送
君
行
、
數
椽
沙
驛
孤
村
暮
、
一
葉
風
帆
半
日
程
、
若
使
天
心
感
純
孝
、
寧
無
家
信
報
安
平
、
麻
姑
山
下
長

生
藥
、
瑤
草
香
甘３

風
露
清
、

１
勤　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
従
本
「
覲
」。　

２
東
大
本
、
小
字
「
慈
母
不
安
」。
３
甘　

阪
大
本
「
月
」、
傍
注
「
甘
」。

　
　

赴
聖
智１

寺
値
寰
中
禪
師
之
忌
齋２

山
夾
河
流
小３

路
通
、
一
溪
脩
竹
萬
株
松
、
先
師
行
道
兒
孫
說
、
滿
地
天
華
昨４

夜
風
、

１
智　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
知
」。
２
忌
齋　

東
大
本
「
忌
前
齊
」。
３
小　

神
宮
本
・
類
從
本
「
水
」。
４
昨　

神
宮
本
「
作
」。

　
　

筑
之
萬
松
山
書
中１

知
藏
、
與
予
同
床
於
二
愛
亭
下
數
月
、
今
將
歸
松
山
之
先２

廬
、
仍
作
詩
送
行
、

關
南
萬
里
客
中
居
、
人
爲
論
詩
來
起
予
、
梅
潦
没
堦
旬
雨
後
、
竹
風
度
戸
夜
涼
初
、
舊
遊
因
語３

交
非
淺
、
相
送
故
知
情
有
餘
、
呑４

碧
樓
頭
萬

松
寺
、
袈
裟
歸
去
拜
先
廬
、
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１
中　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
仲
」。
２
先　

東
大
本
闕
。
３
語　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
話
」。
４
呑　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
天
」。

　
　

八
月
十
四
夜
呈
隈
部
公

西
窗
看
月
坐
深
更
、
來
日
不
知
陰
又
晴
、
萬
事
人
間
皆
缺
滿
、
今
宵
心
足
十
分
清
、

　
　

溫
嶽
禪
郞
不
憚
脩
途
之
勞
、
得
得
而
來
、
訪
予
於
肥
陽
之
客
舎
、
實
非
道
情
之
厚
、
何
之
有
耶
、
作
是
詩
爲
謝
、

錫
尾
清
風
海
外
秋
、
道
情
不
厭
客
途
脩
、
因
君
相
約
龍
雲
寺
、
異
日
僧
床
添
一
頭
、

　
　

熊
峰１

二
水
亭
下
、
和
自
笑
老
人
詩
、

楓
葉
林
巒
秋
一
亭
、
客
來
敲
戸
睡
初
醒
、
相
逢
共
說
別
離
恨
、
風
絮
沙
蓬
水
有
萍
、

１
熊
峰　

東
大
本
「
熊
野
峰
」。

　
　

總
管
府
隈
部１

、
辱
賜
一
領
之
禦
冬
衣
、
北
叚２

至
精
、
南
地
所
重
、
潔
如
香
羅
之
疊
雪
、
溫
似
青
綾
之
褁３

春
、
諒
非
夫
蘇
章
二
天
相
比
者
、

何
以
及４

范
叔
一
寒
如
此
哉
、
光
被
惟
夥
、
感
服
不
已
、
謹
賦
小
詩
、
呈
鈴５

閣
下
、

色
與
香
羅
疊
雪
同
、
溫
存
拜
賜
白
頭
翁
、
滿
天
霜
月
僧
床
夜
、
身
在
春
風
仁
愛
中
、

１
隈
部　

東
大
本
・
阪
大
本
・
類
從
本
「
隈
部
公
」。
２
北
叚　

東
大
本
は
「
此
段
」、
類
從
本
「
北
段
」。
３
褁　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
裏
」。
４
及　

東
大
本
闕
。

５
鈴　

阪
大
本
傍
注
「
鈐
」、
類
從
本
「
鈐
」。
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重
依
前
韻

官
閣
論
詩
日
日
同
、
群
賢
座１

下
一
衰
翁
、
交
情
不
是
許
玄
度
、
老
去
支
郞
奈
客
中
、

輔
佐
仁
君
累２

世
同
、
塞
垣３

草
木
識
吾
翁
、
朝
朝
講
罷
國
家
事
、
詩
律
千
篇
談
笑
中
、

１
座　

東
大
本
「
床
」。
２
累　

阪
大
本
「
素
」。
３
垣　

東
大
本
「
烟
」。

　
　

予
綴
里
語
、
呈
總
州
剌
史
隈
部
公
、
公
卽
洒
珠
玉
而
見
酬
也
、
於
是
乎
厥
令
子
幸
旭
鳳
毛
和
亦
有
賜
、
厥
詞
翰
之
妙
、
雖
曰
老
乎１

、
莫

以
逾
焉
、
所
雅
望
者
、
每
每
有
此
興
耶
、
時
時
有
此
作
耶
、
楓
葉
寒
山
之
古
寺
、
梅
花
雪
月
之
官
齋
、
一
往
一
來
、
子
也
從
事
乎
筆
硯
、
予
亦

効
其
顰
者
也
、
仍
用
前
之
韻
、
作
三

、
初
以
雲
路２

之
飛３

騰
、
餘
以
述
客
中
之
卑
懷
云
爾４

白
晝
讀
書
清
夜
同
、
能
詩
可
不
讓
爺
翁
、
少
年
風
采
鳳
凰
𦐂
、
上
下
祥
雲
五
色
中
、

淡
生
涯
客
水
雲
同
、
自
覺
忘
機
如
海
翁
、
一
夜
蕭
蕭
風
打
葉
、
愁
心
疑
雨
旅
窗
中５

、

異
郷
心
足
故
郷
同
、
是
處
溪
山
稱
一
翁
、
定
有
與
君
相
約
夜
、
梅
籬
欲
雪
月
明
中
、

１
乎　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
従
本「
手
」。
２
三

初
以
雲
路　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本「
三

句
初
以
祝
雲
路
」。
３
飛　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本「
蜚
」。

４
卑
懷
云
爾　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
卑
懷
云
」。
５
東
大
本
は
、
第
二
首
と
第
三
首
が
入
れ
替
わ
る
。

　
　

吏
部
郞
源
武
貞
公
、
投
以
一
封
之
華
牋
、
披
而
覽
之
、
蓋
擊
節
於
予
之
鄙
作
者
也
、
其
辭
也
藹
藹
然
殆
如
有
響１

之
珠
焉
、
予
頃
遊
乎
名



高
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孝
・
岩
川
拓
夫

五
〇

府
、
而
見
君
子
、
不
爲
少
矣
、
可
謂
地
靈
人
傑
也
、
於
戲
乎
若
唐
韓
吏
部
之
文
章
、
獨
步
乎
百
世
之
間
、
公
其
庶
幾
乎
、

人
其
傑
處
境
其
同
、
愧
我
無
能
六
十
翁
、
吏
部
文
章
裁
錦
否２

、
滿
林
楓
葉
夕
陽
中
、

１
藹
藹
然
殆
如
有
響　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
殆
如
藹
藹
然
有
響
」。
２
否　

神
宮
本
「
不
」。

　
　

彈１

之
州
官
源
重
清
公
者
、
予
之
道
友
松
雪
翁
之
所
器
重２

也
、
翁
也
到
處
必
說
項
斯
也
、
是
以
稔
其
芳
聲
、
殆
年
久
哉
、
彼
翁
往
矣
、
予

偶
來
于
茲
、
屢
與
公
胥
會
焉
、
十
話
其
八
九
及
雪３

翁
、
蓋
故
舊
不
忘
者
、
君
子
道
也４

、
可
敬
耳
、
頃
有
卑
作
之
猥
歷
官
覽
者
、
公
猶５

是
乎
拾
瓊

瑤
之
辭
、
賡
而
爲
翁６

之
舊
也
、
厥
情
不
淺
、
仍
用
前
韻
呈
一

、
公
其７

感
乎
懷
也
耶
、

芳
聲
今
與
素
聞
同
、
到
處
說
君
松
雪
翁
、
故
舊
不
忘
情
易
感
、
屋
梁
落
月
夢
殘
中
、

１
彈　

類
從
本「
驒
」。
２
重　

阪
大
本「
量
」。
３
雪　

神
宮
本「
霜
」。
４
君
子
道
也　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本「
君
子
之
道
也
」。
５
猶
是
乎　

東
大
本
・
阪
大
本
・

神
宮
本
・
類
從
本
「
於
是
乎
」。
６
爲
翁　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
爲
贈
焉
是
亦
以
予
爲
翁
」。
東
大
本
傍
注
に
、「
爲
贈
焉
」
を
「
爲
翁
」
前
に
挿
入
。
７
其

　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
厥
」。

　
　

晋
王
戎
幼１

而
頴
悟
、
神
彩
秀
徹２

也
、
阮
嗣
宗
每
過
其
父
渾
曰
、
與
卿
言
、
不３

如
共
阿
戎
談
、
戎
之
爲
人
也
可
知
焉
、
禮
部
郞
藤
氏
爲
秀

公
、
和
予
之
漫
韻
、
以
二
十
八
顆
明４

珠
、
何
賜
過
之
耶
、
而
猶５

抱
不
滿
之
心
於
拜
賜
之
地
何
也
、
茲
聞
、
若
公
之
令
子
者
、
誠
是
一
郷
之
所
艶

望
、
實
爲
少
年
之
玉
色
也６

、
其
友
以
琴
齋
稱
之
、
殆
有
大
雅
之
遺
韻
者
乎
、
予
未
獲
傾
耳７

於
厥
雅８

談
、
以
爲
恨
矣
、
故
因
嗣
宗
之
言
、
漫９

裁
一

篇
、
以
寄
官
閣
之
下
、
蓋
野
客
一
時
之
狂
語
、
聊
戲
之
耳
、
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五
一

少
年
俊
秀
古
誰
同
、
最
愛
阿
戎
勝
阿
翁
、
玉
塵
清
談
何
夜
月
、
琴
齋
其
下
畫
屏
中
、

１
幼　

東
大
本「
幻
」。
２
徹　

神
宮
本「
微
」。
３
不　

東
大
本
消
す
。
４
顆
明　

東
大
本
・
阪
大
本
・
類
從
本「
顆
之
明
」。
５
猶　

東
大
本「
獨
」。
６
也　

神
宮
本
闕
。

７
耳　

阪
大
本
「
年
」。
８
雅　

類
從
本
「
雄
」。
９
漫　

神
宮
本
闕
。

　
　

和
藤
氏
重
貞
公
、
公
以
禪
悦１

爲
遊
、
故
語
及
之
、

豈
是
高
標
與
俗
同
、
禪
林
風
月
扣
師
翁
、
千
言
萬
語
波
波
口
、
不
出
毘
耶
一
默
中
、

跡
似
烟
波
張
子
同
、
海
西
何
地
稱
漁
翁
、
名
藍
佳
境
暫
時
客
、
送
盡
春
花
雪
月
中
、

１
悦　

神
宮
本
・
類
從
本
「
說
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

藤
氏
明
星
公
賜
和
、
壯
語
耐
健
人
、
所
期
望
者
、
彌
有
新
詩
百
篇
之
妙
、
克
飛
騰
乎
翰
墨
塲
中
、
則
必
不
負
李
長
庚
之
佳
名
者
乎
、
勉

之
哉
、　 

文
釆
明
明
星
斗
同
、
長
庚
古
化
謫
仙
翁
、
期
君
一
醉
百
篇
玉
、
雲
雨
飛
龍
翰
墨
中
、

　
　

重
次
中
之
字
呈
隈
部
公　
有
序
見
于
文
集１

交
至
忘
形
儒
釋
同
、
參
寥
對
榻
老
坡
翁
、
風
流
近
世
誰
相
似
、
松
雪
題
詩
官
閣
中
、

國
家
禍
黨
昔２

雷３

同
、
公
已
兵
官
鬢
未
翁
、
一
戰
安
劉
太
平
策
、
威
加４

忠
義
智
謀
中
、
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岩
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五
二

三
年
南
國
一
遊
同
、
鬢
白
吟
詩
風
月
翁
、
半
夜
寒
山
鐘
度
枕
、
江
村
漁
火
客
船
中
、

１
有
序
見
于
文
集　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。
２
昔　

東
大
本
「
晋
」。
３
雷　

神
宮
本
「
雪
」。
４
加　

神
宮
本
「
如
」。

　
　

汝
南
翁
席
上
用
同
字
互
和
者
十
章

人
才
地
是
汝
南
同
、
客
裡
對
床
知
此
翁
、
一
語
春
風
萬
金
賜
、
交
情
恨
晚
十
年
中
、

十
載
干
戈
四
海
同
、
此
郷
德
化
賴
文
翁
、
滿
城
花
柳
春
尤
好
、
慰
得
殘
僧
欲
老
中
、

禪
與
詩
文
一
樣
同
、
紫
陽
今
不
可
無
翁
、
當
軒
坐
斷
熊
峰
上
、
四
海
空
來
雙
眼
中
、

熊
峰
不
與
衆
山
同
、
人
亦
風
流

世
翁
、
一
醉
陶
然
花
欲
暮
、
起
來
遊
戲
百
篇
中
、

鏡
容
大
士
肉
身
同
、
百
世
西
來
堂
上
翁
、
故
爲
賢
孫
繼
芳
躅
、
名
藍
綦１

布
九
州
中
、

１
綦　

神
宮
本
・
類
從
本
「
碁
」。

　
　

題
月
舟
畫
軸

山
似
孤
山
雪
初
霽
、
南
遊
憶
昨
泛
西
湖
、
行
人
下
馬
過
橋
末１

、
賈
客
停
舟
有
酒
無
、
墟
落
寒
烟
幾
蒙
密
、
上
方
古
寺
一
浮
圖
、
尋
梅
欲
問
春

消
息
、
風
杵
揚
揚
鐘
送
晡
、

１
末　

阪
大
本
・
類
從
本
「
未
」　

神
宮
本
「
來
」。
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五
三

　
　

戊
戌
元
旦
、
菊
府
熊
峰

若
、
隨
例
記
愚
齡

袈
裟
五
十
二
東
風
、
洗
硯
題
詩
記
客
中
、
老
去
娯
心
莫
春
若
、
花
先
今
日
一
番
紅
、

　
　

畫
軸

尖
峰
削
翠
玉
芙
蓉
、
雲
雨
飛
龍
千
尺
松
、
客
欲
無
詩
寧
可
得
、
和
風
吹
落
寺
樓
鐘
、

　
　

綉
春
雲　
　
菊
府
聖
觀
寺
雅
席
、
代
人

雲

春
陰
小
洞
房
、
下
針
片
片
上
衣
裳
、
晚
來
散
作
催
花
雨
、
添
得
宮
人
情
緖
長
、

　
　

是
日
與
專
嶽
翁
詣
于
阿
蘇
山
、
出
菊
府
行１

數
里
、
嶽
翁
有
詩
、
次
其
韻２

、

家
在
東
關
萬
里
間
、
一
身
爲
客
百
嘗
艱
、
舊
遊
因
話
地
相
似
、
細
認
他
山３

擬
故
山
、

十
載
周
南
石
北
間
、
干
戈
如
雨
苦
多
艱
、
一
枝
雲
錫
九
州
外
、
始
覺
此
身
閑
似
山
、

１
出
菊
府
行　

東
大
本
「
菊
府
出
行
」。
２
其
韻　

東
大
本
「
其
翁
韻
」。
３
他
山　

阪
大
本
「
宅
山
」、神
宮
本
・
類
從
本
「
它
山
」。
東
大
本
、「
它
」
を
「
宅
」
に
改
め
る
。

　
　

阿
蘇
山
之
歸
途
、
過
庶１

渡
橋
、
而
泝
水
行
數
百
步
、
其
左
怪
巖
高
擎
、
掛
以
飛
泉
、
路
之
傍
穿
蒙
密
、
而

２

而
視
其
下
、
則
綠
浪
掀
舞
、

恰
如
麰
麥
布
地
、
於
是
里
人
走
告
曰３

、
危
哉
客
之
履
地
也４

、
河
勢
噬
岸
入
者
、
足
跡
之
下
、
皆
深
淵
也
、
不
知
况５

百
仭
、
予
悚
然
汗
流
至
踵
、

潛
移
步
就
右
行
矣６

、
作
此
詩
、
爲
途
中
警
策
、

險
崖
千
丈
掛
飛
泉
、
下
有
神
龍
襲
九
淵
、
蒙
密
穿
來
小
窺
見
、
風
吹
蒼
浪
漲
青
田
、
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五
四

１
庶　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
鹿
」。
２
　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
俯
」。
３
人
走
告
曰　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
人
走
曰
」、

東
大
本
「
人
告
曰
」。
４
履
地
也　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
履
危
地
也
」。
５
况　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
幾
」。
６
矣　

阪
大
本
・
神
宮
本
・

類
從
本
闕
。

　
　

山
光
四
晴
、
草
色
遠
連
、
專
嶽
翁
有
五
字
詩
、
次
韻
、

三
年
客
中
恨
、
共
作
海
西
人
、
豈
謂
春
風
紙
、
冩
君
佳
句
新
、

春
山
啼
一
鳥
、
野
客
兩
三
人
、
蹈
遍
燒
痕
綠
、
詩
如
芳
草
新
、

　
　

山
路
欝
屈
、
馬
澁
僕
倦
、
漸
下
見
平
川
、
專
嶽
作
詩
爲
喜
、
予
復
次
其
韻
述
懷
、

山
行
七
里
到
平
川
、
各
自
他
郷
雪
滿
顚
、
一
別
如
今
歷
千
日
、
明
朝
分
手
又
何
年
、

　
　

予
將
赴
薩
州
、
一
日
客１

、
胥
告
曰２

、
彼
國
干
戈
未
收
、
路
途
難
難３

、
雖
舟
行
必
有
其
勞
乎
、
仍
作
是
詩
、

一
錫
西
尋
菩
薩
泉
、
干
戈
塞
路
不
通
船
、
青
山
綠
水
功
勞
外４

、
何
處
茅
庵
食
與
眠
、

１
客　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
有
客
」。
２
曰　

類
從
本
「
田
」、
傍
注
「
日
歟
」。
３
難
難　

神
宮
本
・
類
從
本
「
艱
難
」。
４
外　

東
大
本
闕
。

　
　

薩
陽
道
中
和
隈
部
忠
直
公
之
詩　
有
序
別
錄
之１

萬
里
風
波
一
葉
輕
、
白
鷗
面
熟２

舊
時
盟
、
作
詩
欲
報
高
官
賜
、
細
雨
疎
烟
總
是
情
、

一
士
千
金
義
不
輕
、
白
蓮
憶
結
社
中
盟
、
風
生
玉
塵
清
談
夕
、
官
爲
愛
僧
傾
道
情
、

蹤
如
雲
葉
去
輕
輕
、
何
處
江
山
稱
主
盟
、
二
水
亭
邊
脩
竹
寺
、
再
遊
有
約
暮
年
情
、
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五
五

１
有
序
別
錄
之　

神
宮
本
・
類
從
本
闕
。
２
熟　

東
大
本
「
熱
」。

　
　

文
明
十
四１

戊
戌
二
月
二
十
有
一２

日
、
達
薩
陽３

龍
雲
精
舎
、
忽
脱
草
鞋
詣
函
丈
、
左
右
見
相
顧
之
厚
、
寔
重
主
之
命
也
、
一
夕
坐
話
之
次
、

求
予
近
作
、
蓋
詩
者
志
之
所
之
也
、
前
年
在
後
筑
之
元
旦
、
燒
香
西４

南
、
以
祝
是
國
之
安
平
、
其
詩
袖
中
之
所
携
也
、
出
以
備
尊
覽
、
主
盟
禪

師
賜
感
和
、
於
是
次
其
韻
作
小
詩
、
且
記５

觀
光
之
初
筵
也
、

花
柳
風
前
春
滿
城
、
太
平
家
國６

不
言
兵
、
白
頭
老
矣
紅
塵
客
、
纔
入
此
門
心
跡
清
、

１
十
四　

類
從
本
傍
注
「
十
年
歟
」。
２
一　

東
大
本
闕
。
３
陽　

東
大
本
「
州
」。
４
西　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
面
」。
５
且
記　

東
大
本
「
且

記
顧
」
と
し
て
「
顧
」
を
消
す
。
６
國　

東
大
本
闕
。

　
　

文
明
戊
戌
孟
夏１

十
有
一
日
、
予
隨
太２

守
、
遊
于
冠
嶽
敎
寺
、
境
佳
而
人
傑
也
、
山
名
冠
、
又
號
仙
者
、
昔
秦
徐
方
士
駕
樓
船
、
而
求
藥

於
蓬
萊
之
仙
府
、
始
來
于
此
地
、
脱
彼
衣
冠
而
著
我
釋
服
、
遂
相
攸
以
棲
止
焉
、
山
之
巓
有
水
、
清
淺
而
可
浸
手
、
雖
霖
潦
之
夏
、
不
添
其
深
、

旱
亦
無
曾
乾
、
靈
異
匪
一
、
或
以
爲
蓬
萊
、
殆
不
妄
者
乎
、
今
也
不
啻
入
此
佳
境
、
剩
陪
貴
遊
之
席
、
寔
千
載
一
遇３

也
、
不
堪
歡４

抃
之
至
、
謹

製
里
語
三
章
爲
記
焉
、

徐
福
曾
從
海
外
來
、
初
知
日
域
是
蓬
萊
、
仙
園
花
木
春
常
有
、
祝
得
邦
君
萬
壽
盃
、

仙
樂
花
飛
絃
管
樓
、
滿
筵
佳
士
喜
清
遊
、
主
人
有
德
境
彌
顯
、
一
嶽
高
擎
冠
九
州
、

從
一
神
人
來
脱
冠
、
仙
山
景
象
遶
天
壇
、
層
巖
萬
丈

巓
水
、
雨
不
添
深
旱
不
乾
、



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

五
六

１
孟
夏　

東
大
本「
孟
春
」を「
孟
夏
」に
訂
正
。
２
太　

東
大
本
・
阪
大
本「
大
」。
３
千
載
一
遇　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本「
千
載
之
一
遇
」。
４
歡　

阪
大
本「
觀
」。

　
　

惠
山
大
門
禪
師
頃
留
錫
於
薩
陽
府
、
今
將
東
歸
、
一
日
過
龍
雲
翁
、
因
告
千
里
之
脩
途
、
聊１

以
五

之
佳
章
、
可
謂
言
簡
而
情
備
也
、

予
不
顧
卑
蕪
之
詞
、
謾
步
嚴
韻
之
末
、
壯２

厥
行
色
、

天
涯
爲
客
處
、
壯
語
喜
逢
君
、
豈
謂
梅
霖
夕
、
月
來
風
破
雲
、

屢
見
遺
賢
出
、
憑
誰
數
五
君
、
山
蘿
風
擺
後
、
夜
鶴
護
殘
雲
、３

客
舎
暑
塵
底
、
開
窗
對
此
君
、
垂
垂
吾
老
矣
、
跡
欲
懶
於
雲
、４

叢
社
再
興
日
、
受
恩
朝
聖
君
、
飛
騰
天
只
赤５

、
五
嶽
脚
跟
雲
、６

禪
林
風
月
老
、
來
謁
紫
陽
君
、
衰
鬢
莖
莖
雪
、
新
詩
靄
靄
雲
、７

１
聊　

阪
大
本
「
耶
」。
２
壯　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
以
壯
」。
３
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
は
詩
題
と
し
て
「
又
」
あ
り
。
４
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類

從
本
は
詩
題
と
し
て
「
又
」
あ
り
。
５
赤　

東
大
本
闕
。
６
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
は
詩
題
と
し
て
「
又
」
あ
り
。
７
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
は
詩
題
と

し
て
「
又
」
あ
り
。　

　
　

１

六
月
十
有
七
日
、
隨
龍
雲
翁
、
宿
千２

憩
源
庵
、３

暑
氣
炎
炎
天
若４

蒸
、
偶
行５

佳
處
簇
烏
藤
、
一
溪
流
水
千
竿
竹
、
詩
思
清
人
六
月
氷
、



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

五
七

１
東
大
本
は
「
扇
面
猿
」
題
下
に
本
詩
を
書
き
込
む
。
２
千　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
于
」。
３
東
大
本
「
有
前
」。
４
若　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
如
」。

５
行　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
尋
」。

　
　

次
玉
洞
翁
之
韻

１　

夏
日
敲
門
覺
有
秋
、
竹
間

引
溪
流
、
暑
塵
不
著
禪
餘
榻
、
萬
斛
清
風
一
話
頭
、

１
東
大
本
、
小
字
「
此
有
詩
」。

　
　

扇
面
布
袋　
爲
大
府１
君
題

平
日
忘
形
半
小
童２

、
滿
囊
明
月
與
清
風
、
此
翁
仁
愛
和
爲
德
、
遊
戲
邦
君
美
政
中
、

１
大
府　

阪
大
本
「
太
守
」、
神
宮
本
・
類
從
本
「
大
守
」。
２
半
小
童　

神
宮
本
「
小
半
童
」。

　
　

扇
面
蘆
雁

風
葦
籠
秋
沙
水
濱
、
雁
貪
好
景
此
來
賓
、
鳥
猶
隻
影
喚
群
否
、
客
裡
厭
多
今
一
身
、

　
　

扇
面　
爲
哦
松
居
士
題

蘆
葉１

風
殘
雪
滿
洲２

、
雙
雙
無
復
離
群３

愁
、
上
人４

只
亦５

高
飛
𦐂
、
漢
節
天
知
塞
外
秋
、



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

五
八

１
葉　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
絮
」。
２
洲　

東
大
本
「
州
」。
３
群　

神
宮
本
闕
。
４
人　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
「
林
」。
５
亦　

東
大
本
・
阪
大
本
・

神
宮
本
・
類
從
本
「
赤
」。

　
　

扇
面
猿１　
　
　
　
　
　
　

雲
埋
老
樹
半
巖
欹
、
幾
箇
黃
猿
領
白
兒
、
祇
爲
遊
人
驚
異
域
、
三
聲
不
切
淚
先
垂
、

１
扇
面
猿　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
扇
面
之
猿
」。

　
　

小
詩
一
章
、
送
叢
公
侍
史
歸
肥
陽
、
蓋
杜
若
園
者
、
此
公
嬉
遊
之
地
也
、
因
語
及
之
、

鐵
笛
數
聲
風
滿
樓
、
客
中
送
客
一
人
留
、
舊
遊
續
否
歡
娯
地
、
杜
若
名
園
綠
水
秋
、１

１
東
大
本
・
阪
大
本
・
類
從
本
「
文
明
戊
戌
八
月
四
日
」。

　
　

文
明
戊
戌
八
月
十
有
七
日
、
隨
龍
老
師１

、
東
將
赴
大
隅
州
、
解
纜
之
次
作
是
詩
、

客
裡
秋
深
出
國
都
、
西
風
吹
送
海
東
桴
、
飄
飄
此
去
知
何
處
、
路
入
大
邦
天
一
隅
、

１
龍
老
師　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
龍
雲
老
師
」。



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

五
九

　
　

和
玉
洞
翁
發
麑
島
之
韻

黃
蘆１

灣
水
白
鷗
濱
、
一
嘯
詩
成
喜
興
新
、
老
矣
江
湖
吾
樂
土
、
竹
間
漁
屋
卜
誰
隣
、

１
黃
蘆　

阪
大
本
「
蘆
黃
」。

　
　

十
八
日
宮
内
客
舎

茅
檐
短
短
暑
塵
飛
、
偶
上
林
亭
對
翠
微
、
一
雨
晴
來
雷
不
鼓
、
袈
裟
帶
得
晚
涼
歸
、

　
　

宮
内
和
玉
洞
翁
之
韻

四
時
三
百
日
風
光
、
送
盡
青
春
與
素
商
、
過
雁
一
聲
殘
月
曙
、
故
園
消
息
海
天
長
、

　
　

十
九
日
、
歷
七
里
原
、
西
南
有
一
島
、
曰
向
島１

、
文
明
丙
申
秋
、
火
起
焚
島
、
烟
雲
簇
也
、
塵
灰
散
也
、
青
茅
之
地
忽２

變
白
沙
堆
、
滄

桑
之
嘆
、
不
克
蔑
于
懷
、
作
是
詩

烈
火
曾
燒
一
島
來
、
桑
田
碧
海
總
休
猜
、
去
年
澗
底
草
深
處
、
七
里
平
原
沙
作
堆
、

１
島　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。
２
地
忽　

東
大
本
「
忽
地
」。

　
　

七
里
原
次
玉
洞
翁
之
韻

山
似
崑
崙
最
上
巓
、
風
吹
猛
火
起
雲
烟
、
平
岡
七
里
沙
如
雪
、
草
樹
何
愁
白
髮
前
、

　
　

廿
日
到
日
州



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

六
〇

長
門
萬
里
隔
郷
關
、
路
歷
豐
城
肥
水
間
、
障
日
峰
頭
向
前
去
、
一
遊
見
盡
九
州
山
、

　
　

同
和
玉
洞
翁
之
韻

郷
路
迢
迢
夢
欲
迷
、
風
林
殘
月
影
高
低
、
百
年
唯
可
客
中
老
、
行
盡
日
南
州
里
西
、

　
　

二
十
八
日
、
到
志
布
志
之
舟
中
、
秋
熱
困
人
、
水
程
甚
遠
、
作
詩
述
懷
、

海
門
潮
落
櫓
聲
忙
、
八
九
家
村
欲
夕
陽
、
殘
暑
困
人
推
不
去
、
扁
舟
兀
坐
水
程
長
、

　
　

二
十
九
日
拜
大
覺
寺
殿
塚

貴
家
兄
弟
玉
連
枝
、
隻
影
韜
光
天
下
知
、
身
後
朱
門
花
寂
寂
、
眼
前
青
塚
草
離
離
、
河
流
近
海
風
濤
激
、
山
氣
衝
林
寒
日
欹
、
鳥
亦
哀
吟
助

愁
否
、
行
人
無１

淚
立
多
時
、

１
無　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
垂
」。

　
　

次
玉
洞
翁
拜
大
覺
寺
殿
塔
之
韻

窮
達
由
來
勢
不
齊１

、
朝
陽
東
上
夕
陽
西
、
秋
風
吹
老
紫
荊
樹
、
一
寸
愁
胸
萬
斛
泥２

、

１
齊　

神
宮
本
「
齋
」。
２
泥　

阪
大
本
「

」。

　
　

文
明
戊
戌
菊
節
前
二
日
、
大
官１

藤
氏
吏
部
公
、
偶
駕
小
舟
而
出
遊
、
去
城
東
殆
里
許
、
遂
入
普
門
境
、
境
乃
日
州
之
勝
地
也
、
此
樂
也

聊
足
以
活
平
生
、
固
爲
可
喜
、
因
作
是
詩
、



校
本
『
島
陰
漁
唱
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一
）

六
一

白
首
東
西
南
北２

客
、
偶３

遊
此
境
眼
初
驚
、
國
分
島
嶼４

一
千
里
、
天
隔５

滄
浪
三
萬
程
、
菊
水
傾
盃
大
官
樂
、
華
軒
捧
硯
小
童
清
、
倚
欄
立
盡
月

明
後
、
秋
寺
鐘
殘
猶
數
聲

１
二
日
大
官　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本「
二
日
與
大
官
」。
２
南
北　

東
大
本「
北
南
」。
３
偶　

阪
大
本「
隅
」。
４
嶼　

類
從
本「
岐
」。
５
隔　

東
大
本
・
阪
大
本
・

神
宮
本
・
類
從
本
「
入
」。

　
　

遊
普
門
敎
寺
同
玉
洞
翁
之
韻

扁
舟
朝
出
去
城
東
、
路
入
普
門
佳
境
通
、
著
得
詩
人
故
多
態
、
江
楓
紅
映
碧
波
中
、

袈
裟
來
伴
大
官
遊
、
海
貨
蠻
珍
載
在
舟
、
此
景
詩
人
若
猶
足１

、
半
叢
風
葦
一
沙
鷗
、

１
猶
足　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
知
足
」。

　
　

是
日
普
門１

精
舎
、
偶
與
仙
嶽２

禪
伯
胥
會
、
詩
以
見
示
、
雅
然
有
作
者
之
風
、
况
繋
于
門
系
乎
、
因
走
筆
賡
韻
、

風
卷
波
濤
晚
來
急
、
怒
雷
聲
入
海
門
轟
、
詩
人
活
句
奪
天
筆
、
孤
客
沈
吟
挑
夜
檠
、
異
域
業
成
三
十
載
、
故
園
路
熟
一
千
程３

、
爲
君
說
盡
先

廬
昔
、
惠
日
峰
高
照
洛
城

１
是
日
普
門　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
是
日
遊
普
門
」。
２
嶽　

類
從
本
「
兵
」。
３
一
千
程　

東
大
本
「
千
□
□
」。



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

六
二

　
　

重
次
前
韻

客
裡
茅
庵
少
人
問１

、
村
橋
西
路
犢
車
轟
、
春
花
雪
月
三
千
里２

、
夜
雨
江
湖
長
短
檠
、
白
髮
慚
吾
雖
晚
達
、
青
雲
期
子
有
前
程
、
功
名
競
駕
英

雄
士
、
鼎
國
山
川
多
古
城
、

１
問　

神
宮
本
「
門
」。
２
里　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
首
」。

　
　

日
州
歸
途
、
將
達
七
里
原
、
而
宿
一
村
家
、
搜
茆
壁
之
間
、
獲
麻
布
之
帳
、
祕
封
珍
襲
、
如
護
奇
物
、
蓋
以
爲
其１

神
廟
前
之
具
也
、
玉

洞
翁
感
其
敬
心
、
而
爲
作
銘
文
、
家
主
不
耐
歡
喜
拜
戴
之
至
、
卽
設
祭
儀
、
掛
之
廟
戸
、
是
夕
也
、
且
頒
社
醅
一
瓶
、
聊
代
茶
盃
之
禮
、
予
受

以
有
難
色
焉
、
洞
翁
莞
爾
嘆２

曰３

、
所
謂
酒
臺
盤４

與
祖
師
意
、
豈
有
他
耶５

、
於
是
剩
言
詩
以
爲
謝
、
是
亦
仁
愛６

之
一
端
也
、
予
亦
不
得
默
止
、
次

韻８

擊
節

楓
葉
村
村
紅
滿
川
、
風
飄
錦
帳９

古
祠
前
、
雙
樽
眞
味
社
醅
熟
、
灌
作
茶
盃
獻
老
禪
、

１
其　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
某
」。
２
嘆　

類
從
本
傍
注
「
咲
歟
」。
３
曰　

阪
大
本
「
云
」。
４
盤　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
全
」、
類
從
本
「
盤
全
」。
５
耶

　

神
宮
本
「
聊
」。
６
愛　

神
宮
本
「
受
」。
７
止　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。
８
韻　

神
宮
本
「
員
」。
９
帳　

東
大
本
闕
。

　
　

九
月
十
二
日
、
甫１

詣
大
隅
正
八
幡
宮
、
謹
賦
小
詩
、
以
代
青
詞
、

千
年
廟
食
古
祠
深
、
家
國
競
傾
崇
仰２

忱
、
不
用
周
人
論
戰
栗
、
宮
前
松
栢
翠
森
森
、



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

六
三

１
甫　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
肅
」。
２
仰　

阪
大
本
「
御
」。

　
　

和
玉
洞
翁
應
神１

天
皇
廟
二
首２

神
威
無
古
亦
無
今
、
惟
德
偏３

依
誠
意
深
、
默
禱
燒
香
明
月
夜
、
松
花
吹
露
洒
衣
襟
、

國
得
仁
君
莫
似
今
、
及
民
德
澤
海
波
深
、
數
篇
詩
律
清
平
調
、
唱
出
吾
翁
雪
月
襟
、

１
應
神　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
題
應
神
」。
２
二
首　

東
大
本
「
詩
二
首
」。
３
偏　

類
從
本
「
徧
」。

　
　

扇
面

歸
牛
村
遠
夕
陽
中
、
郊
外
誰
家
小
牧
童
、
寸
寸
休
牽
鼻
繩
索
、
雙
趺
背
上
一
鞭
風
、

天
地
爲
心
物
外
遊
、
並
鞍１

扣
角
到
林
丘
、
百
年
只
可
自
然
老
、
世
上
是
非
風
馬
牛
、

老
樹
未
春
疑
着２

花
、
寒３

風
捲
地
雪
斜
斜
、
擔４

頭
雖
重
忘
勞
否
、
村
近
橋
南
有
酒
家
、

一
水
長
天
不
見
山
、
淡
烟
零
落
暮
江
灣
、
柳
陰
知
有
人
呼
渡
、
舟
子
回
篙
欲
載
還
、

１
鞍　

神
宮
本
・
類
從
本
「
鞭
」。
２
着　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
著
」。
３
寒　

神
宮
本
闕
。
４
擔　

類
從
本
「
檐
」。

　
　

己
亥
元
旦
、
呈
龍
雲
老
師１

、
蓋
隨
例
記
愚
齡
也
、

詩
亦
如
禪
我
可
參
、
不
侵
正
位
好
司
南
、
南
詢
筭
老
類
童
子
、
五
十
過
來
一
二
三
、



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

六
四

１
老
師　

東
大
本
「
老
禪
師
」。

　
　

賡
園１

公
典
藏
元
旦
之
韻

菩
薩
泉
南
西
海
涯
、
謝
君
隨
我
歳
華
加
、
禪
餘
好
是
詩
文
學
、
異
日
錦
旋
郷
國
花２

、

１
園　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
圓
」。
２
國
花　

東
大
本
「
園
花
」、「
園
」
字
に
「
苑
」
と
注
記
。

　
　

和
之
問
禪
伯１

賀
正
之
芳
韻

東
風
吹
送
海
南
春
、
鳥
語２

山
容
總
可
人
、
時
復
聖
明
僧
鳳
出
、
禪
林
競
見３

德
輝
新
、

１
伯　

阪
大
本
・
類
從
本
「
老
」。
２
語　

東
大
本
闕
、
注
記
で
補
う
。
３
見　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
覩
」。

　
　

唐
律
一
章
送
隆
少
年
歸
郷
閭

風
雪
三
冬
溪
水
隈
、
客
居
隣
竹
喜
君
來
、
每
朝
攤
卷
五
千
字
、
終
夜
分
床
一
兩
回
、
總
使
絲
情
濃
似
柳
、
何
堪
玉
貌
潔
於
梅
、
鶯
花
別
後
山

陰
寺
、
門
徑
春
深

綠
苔１

１
綠
苔　

神
宮
本
・
類
從
本
闕
。



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

六
五

　
　

花
下
會
友

花
影
侵
簾
月
上
欄
、
能
詩
坐
客
半
高
官
、
有
梅
此
夕
初
筵
好
、
紅
海
棠
開
又
牡
丹
、

新
築
成
時
花
是
梅
、
細
吟
香
影
雅
筵
開
、
此
遊
好
使
請
公
續
、
桃
李
明
朝
春
一
盃
、

　
　

和
惠
少
年
試
毫

韶
光
二
十
四
番
風
、
衰
鬢
莖
莖
雪
未
融
、
客
裡
期
君
春
亦
暮
、
落
花
吹
作
馬
蹄
紅１

、

１
紅　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
塵
」。

　
　

扇
面
折
枝
梅
花
幷
水
仙１

攀
折
羅
浮
半
朶
紅
、
水
仙２

微
步
碧
波
風
、
花
中
自
有
好
兄
弟
、
欲
爲
山
礬
添
畫
工
、

１
水
仙　

東
大
本
闕
。
２
仙　

神
宮
本
・
類
從
本
「
泉
」。

　
　

扇
面　
薩
州
閣
下
之
求１

青
衫
何
處
老
先
生
、
童
子
讀
書
家
業
清
、
盆
有
明
珠
瓶
有
酒
、
醉
中
天
地
樂
昇
平
、



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

六
六

１
之
求　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。

　
　

扇
面　
爲
匠
作
公
題

華
搆
連
雲
碧
海
東
、
誰
知
蜃
氣
奪
人
工
、
樓
前１

擬
望
兩
詩
客
、
欲
摘
星
辰
乘
曉２

風
、

１
擬　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
凝
」。
２
曉　

類
從
本
「
晚
」。

　
　

便
面
小
景１　
爲
某
新
郞
寓
留
別
之
意２

山
連
麑
島
是
吾
廬３

、
一
別
明
朝
萬
里
餘
、
津
樹
沙
禽
如
送
客
、
扁
舟
解
䌫
暮
涼
初
、

１
便
面
小
景　

阪
大
本
「
扇
面
小
景
」、
神
宮
本
「
扇
面
」、
類
從
本
「
扇
」、
類
從
本
傍
注
「
面
脱
歟
」。
２
爲
某
新
郞
寓
留
別
之
意　

阪
大
本
、「
新
」
を
「
某
」
に

作
る
。
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。
３
吾
廬　

阪
大
本
「
我
盧
」。

　
　

晚
江
歸
釣
圖

潮
遶
苔
磯
水
一
痕
、
歸
漁
罷
釣
近
黃
昏
、
半
蓑
褁１

得
遠
江
雨
、
步
入
殘
暉２

浦
口
村
、

１
褁　

阪
大
本
「
裏
」。
２
暉　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
陽
」。



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

六
七

　
　

和
匠
作
閣
下
竹
院
圍
碁
詩

娟
娟
脩
竹
玉
堆
堆
、
碁
客
敲
門
履
印
苔
、
因
憶
爛
柯
山
上
路
、
一
遊
送
盡
百
年
回
、

　
　

扇
面

雲
籠
臺
殿
古
招
提
、
壠
斷
岡
橫
路
轉
迷
、
一
抹
殘
陽
數
行
雁
、
秋
風
吹
落
塔
婆
西
、

　
　

有
客
稱
孤
雲
、
一
夕
訪
予
於
海
涯
之
新
居
、
未
及
下
榻
、
而
留
詩
去
、
其
風
標
可
知
、
仍
次
韻
作
二
章
、
蓋
攄
挽
留
之
意
也
、

天
涯
換
盡
故
郷
衣
、
隻
影
憐
君
知
己
稀
、
自
說
孤
雲
朝
出
岫
、
飄
飄
此
去
又
何
歸
、

五
十
天
涯
一
布
衣
、
門
迎
佳
客
近
來
稀
、
晴

２

沙
籠
月
夜
如
雪
、
人
棹
扁
舟
興
盡
歸
、

１　

東
大
本
、
小
字
「
孟
秋
」。
２
晴　

神
宮
本
「
暗
」。

　
　

題
鵜
戸
廟
前

１

扶
桑
開
闢
帝
王
城
、
神
武
靈
蹤
今
古
驚
、
定
有
龍
燈
照
深
夜
、
海
濤
打
岸
怒
雷
聲
、

１　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
閏
九
月
朔
」。

　
　

和
大
慈
寺
伯
外
史
所
寄

日
州
城
畔
客
遊
身
、
秋
色
蕭
條
易
惱
神
、
塞
草
霜
枯
蛩
未
蟄
、
淮
苔
水
淺
雁
初
賓
、
詩
文
通
好
同
門
老
、
談
笑
傾
懷
似
故
人
、
波
上
蓬
萊１

花



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

六
八

滿
樹
、
寺
隣
仙
島
四
時
春
、

１
萊　

東
大
本
「
來
」。

　
　

扇
面

近
山
高
聳
遠
山
橫
、
館
舎
臨
江
三
四
楹
、
客
未
繋
舟
先
厭
地
、
長
松
夜
半
子
規
聲
、

　
　

呈
聚
景
主
盟
湖
月
翁　
　
有
序
失
之

伊
水
城
東
聚
景
園
、
梅
花
院
落
去
敲
門
、
連
詩
坐
對
風
霜
榻
、
春
在
吟
翁
胸
次
溫
、

　
　

去
歳
孟
夏
、
予
隨
太１

守
及
幕
府
之
諸
公
、
遊
冠
嶽
靈
地
、
踧
踖
如
唯
謹
爾
、
今
也
仲
冬
初
四
、
再
入
山
、
雖
涉
日
以２

無
爲
、
故
爲
幼
學

講
魯
論
、
是
夕
雪
晴
月
清
、
偶
與
敎
徒
數
輩
童
子
六
七
人
、
泝
溪
水
而
折
梅
還
、
興
誠
不
淺３

、
仍
作
小

句
、
以
記
再
遊
之
夕
、

前
年
官
駕
入
山
時
、
白
首
追
隨
驚
境
奇
、
好
是
梅
花
溪
上
月
、
數
枝
氷
玉
再
遊
詩
、

１
太　

東
大
本
「
大
」。
２
以　

神
宮
本
・
類
從
本
「
次
」。
３
淺　

類
從
本
「
殘
」。

　
　

和
冠
嶽
主
席
佳
作

房
房
晚
掩
白
雲
深
、
路
自
巖
根
通
礀１

陰
、
雖
是
山
中
非
舊
宅
、
霜
松
雪
竹
歳
寒
心
、



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

六
九

１
礀　

内
閣
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「

」。

　
　

用
前
韻

風
景
蕭
條
歳
暮
時
、
仙
山
移
步
物
皆
奇
、
松
間
積
雪１

吹
花
落
、
鳥
亦
關
關
似
督
詩
、

１
積
雪　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
暮
雪
」。

　
　

冠
嶽
、
薩
之
靈
地
也
、
後
巖
峭
峻
、
其
巓
貯
一
水１

、
清
而
窪
者
、
恰
似
硯
池
之
形
、
雖
歷

雨
甚
旱
、
未
嘗
視
其
有
乾
溢
、
胥
傳
云２

、

稚
子
幼
童
之
學
字
也
、
掬
以
供
硯
滴
、
則
無
不
能
書
者
、
故
水
之
名
鳴
乎
海
西
、
不
亦
奇
哉
、
山
之
主
席
作
詩
見
示
、
仍
賡
韻
且
述
故
事
、

日
上
高
巖
宿
霧
開
、
連
空
青
壁

梯
媒
、
兒
童
學
字
硯
池
水
、
筆
下
龍
蛇
送
雨
來
、３

１
貯
一
水　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
貯
於
一
水
」。
２
云　

東
大
本
「
曰
」。
３
東
大
本
・
類
從
本
、
小
字
「
霜
月
廿
有
二
日
」、
阪
大
本
「
霜
月
二
十
有
二
日
」。

　
　

次
廣
濟
主
盟
尊
韻
謝
高
軒
過　
有
序
不
記

竹
映
晴１

沙
沙
映
苔
、
豈
圖
高
駕
此
飛
來
、
緇
林
今
視
鳳
凰
𦐂
、
一
朶
祥
雲
五
色
開
、

１
晴　

東
大
本
闕
。



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

七
〇

　
　

文
明
己
亥
之
冬
、
熊
峰
叢
公
典
藏
得
得
來
、
而
訪
客
居
於
薩
之
海
涯
、
袖
出
一
軸
云１

、
是
乃
我
山
珠
林
翁
、
托
以
贈
公
之
佳
篇
也
、
予

受
以
薰
之
讀
之
、
雅
然
壯
語
、
頓
洗
塵
懷
、
嘻
翁
之
有
德
望
、
予
之
所
敬
仰
也
、
况
亦
千
里
之
外
、
拜
此
萬
金
之
賜
、
不
耐
歡
抃
、
賡
高
韻
爲

答
焉
、

二
水
橋
頭
楊
柳
風
、
肥
陽
佳
處
國
都
東
、
寺
臨
紫
陌
花
千
樹
、
地
擁
珠
林
竹
一
叢
、
寒
會
憶
傾
盃
底
綠
、
暮
顔
共
喜
鏡
中
紅
、
師
門
泰
斗
今

猶
古
、
海
外
逢
人
說
我
翁
、２

１
云　

神
宮
本
「
曰
」。
２
東
大
本
「
立
春
十
日
」。

　
　

熊
峰
嘯
月
老
借
韻
於
珠
林
翁
、
作
詩
寄
以
遠
信
、
雖
華
袞
之
賜
、
豈
敢
過
之
乎
、
不
耐
感
戴
、
漫
攀
嶮
押
者
一
篇
、
書
以
呈
其
床
下
、

賢
君
治
化
自
清
風
、
每
憶
曾
遊
吾
欲
東
、
萬
朶
朱
櫻
霞
片
片
、
千
秋
金
菊
露
叢
叢
、
山
擎
熊
耳１

空
翠
、
塵
打
馬
蹄
飛
軟
紅
、
一
軸
新
詩
華

袞
賜
、
海
西
客
舎
起
衰
翁
、

１
耳　

神
宮
本
「
早
」。

　
　

兩
官
人
來
告
曰
、
我
今
有
數
十
里
行
、
不
可
不
告
、
因
出
扇
求
詩
、
小
景
與
時
宜１

相
似
、
故
作
是
詩２

、

四
面
無
山
數
十
程
、
人３

鞭
快
馬
並
鞍
行
、
一
翁
回
首
一
翁
說
、
暮
宿４

天
邊
日
已
傾
、

１
東
大
本
「
與
時
義
」、
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
與
今
之
時
義
」。
２
作
是
詩　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
作
焉
」。
３
人　

東
大
本
闕
。
４
暮
宿　

神
宮



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

七
一

本
「
暮
顔
宿
」。

　
　

庚
子
元
旦
、
製
禪
詩
一
章
、
以
祝
檀
恩
之
無
窮
、
蓋
記
愚
齡
者
隨
例
也
、

五
十
三
過
又
一
年
、
新
庵
稱
主
白
頭
禪
、
春
風
浩
蕩
恩
波
地
、
門
外
長
江
水
浸
天
、

　
　

月
舟
圓
典
藏
、
和
三
元
之
愚
作
、
藹
然
詞
葩
、
略
得
體
製
、
豈
可
不
賀
乎
、
仍
賡
韻
作
一

、
且
述
錦
旋
之
在
近
云
、

翰
墨
埸
中
最
少１

年
、
喜
君
詩
已
熟
於
禪
、
歸
郷
卜
日
二
三
月
、
錦
樣
鶯
花
驛
路
天
、

１
少　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
壯
」。

　
　

孤
雲
禪
伯
和
予
歳
首
之
作
、
其
語
有
味
、
不
耐
詠
賞
、
重
次
韻
、

一
鉢
江
湖
二
十
年
、

三
昧
外
別
無
禪
、
爲
君
推
出
安
眠
枕
、
花
影
簾
前
日
午
天
、

　
　

和
伊
川１

處
守
政
秀
公
賀
正
詩

嫩２

日
映
簾
花
柳
春
、
天
開
景
象
物
皆３

新
、
伊
川４

君
子
好
詩
律
、
白
首
長
吟
欲
効
顰
、

１
川　

東
大
本
「
州
」。
２
嫩　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「

」。
３
皆　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
色
」。
４
川　

東
大
本
「
州
」。

　
　

官
橋
柳
色

城
南
門
外
畫
橋
東
、
官
柳
枝
長
弄
暖
風１

、
花
亦
向
陽
開
最
早
、
鵝
黃
色
已
映
猩
紅
、



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

七
二

１
風　

阪
大
本
「
氣
」。

　
　

代
人

鵝
樣
染
成
鶯
日
天
、
橋
頭
柳
色
遠
相
連
、
旌
旗
拂
露
千
官
路
、
綠
映
朱
欄
春
一
川
、

　
　

熊
上
人
、
長
府
金
谷
之
英
衲
也
、
一
錫
遊
乎
四
方
年
久
矣
、
頃
探
古
洞
之
春
色
於
紫
陽
之
名
刹
、
到
處
以
禪
客
待
焉
、
可
敬
哉
、
今
將

東
歸
、
仍
作
川
八
句
一
章
、
贈
厥
行
、
蓋
有
郷
友
知
予
之
存
者
、
千
里
外
必
垂
一
念
耶
、

香
霧
籠
花
暗
似
塵
、
離
亭
又
見
柳
條
春
、
紫
陽
洞
口
送
禪
客
、
金
谷
園
中
問
故
人
、
愧
我
衰
遲
衰
謝
質
、
羨
君
自
在
自
由
身
、
官
如
有
赦
生

歸
國
、
流
落
隨
緣１

西
海
濱
、

１
緣　

神
宮
本
「
綠
」。

　
　

熊
上
人
臨
發
、
重
求
詩
於１

扇
面
、

客
到
松
陰
小
草
堂
、
袈
裟
相
送
陟
高
岡
、
雲
山
萬
里
駕
言
邁
、
水
驛
千
家
路
轉
長
、
春
寺
霞
晴
擎
雁
塔
、
暮
江
浪
穩
聚
烏２

檣
、
因
詩
欲
記
別

時
景
、
去
袖
怱
怱３

有
底
忙
、

１
詩
於　

神
宮
本
「
於
詩
」。
２
烏　

阪
大
本
「
鳥
」。
３
怱
怱　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
忽
忽
」。



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

七
三

　
　

扇
面
梅
花

姑
射
仙
姿
氷
玉
梅
、
枝
從
墻
外
暗
抛
來
、
芳
鄰
知
有
能
詩
客
、
踈
影
吟
殘
花
一
隈
、

　
　

扇
面
老
松
寒
鴉

老
松
屈
曲
歳
華
深
、
鴉
墨
投
林
欲
暮
陰
、
材
大
由
來
耐
容
物
、
天
涯
慰
否
後
棲
心
、

　
　

扇
面
鬪
雀

野
粟
啄
來
場
圃
秋
、
群
飛
竹
外
晚
啾
啾
、
佳
名
怪
底
太
平
雀
、
小
羽
翩
然
鬪
未
休
、

　
　

扇
面
山
水

鼓
樓
巖
下
梵
王
宮
、
臺
榭１

臨
江
多
晚
風
、
客
未
問
津
舟
解
纜
、
家
山
望
斷
海
天
東
、

１
榭　

類
從
本
「
樹
」。

　
　

月
舟
典
鑰
還
于
肥
之
桐
瀨
、
作
詩
一
章
、
告
別
於
諸
公
、
次
厥
韻
壯
行
色
、

菊
水
城
西
桐
瀨
濱
、
花
時
千
里
拜
萱
親
、
故
園
桃
李
家
家
月
、
記
否
湘
南
鷓
雨１

春
、

１
雨　

知
覧
本
傍
注
「
鴣
イ
」。

　
　

送
圓
典
藏
歸
郷

瘴
烟
換
面
蠻
荒
地
、
君
不
云
來
奈
我
衰
、
軟
語
分
床
心
緩
緩
、
閑
吟
連
袂
步
遲
遲
、
一
窗
螢
雪
三
餘
學
、
千
里
鶯
花
幾
首
詩
、
旅
恨
春
愁
况



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

七
四

臨
別
、
柳
條
無
力
晚
風
吹
、

　
　

扇
面１

沙
禽
影
暗
浦
村
烟
、
隔
岸
挐
音
繋
釣
船
、
人
挾
歌１

辭
坐
舒
嘯
、
淡
山
落
月
曉３

猶
懸
、

１
東
大
本
、
小
字
「
爲
和
泉
越
前
翁
能
歌
詠
」、
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
、
小
字
「
爲
和
泉
越
前
翁
此
翁
能
歌
詠
」。
２
歌　

神
宮
本
・
類
從
本
「
詞
」。

３
曉　

神
宮
本
・
類
從
本
「
晚
」。

　
　

行
人
臨
發
而
出
扇
求
詩
、
其
小
景
一
鳬
泛
水
、
而
有
與
波
相
上
下
之
趣
、
謾
走
筆
以
應
求
焉
、
蓋１

南
翔
北
飛
之２

語
、
出
乎
蘇
李
語
別
之

篇
中
、
豈
是３

無
感
乎
、

葦
間
春
水
水
中
鳬
、
上
下
隨
波
憐
影
孤
、
惆
悵
南
翔
北
飛
𦐂
、
河
梁
離
色４

畫
成
圖
、

１
蓋　

東
大
本
闕
。
２
之　

神
宮
本
闕
。
３
是　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
闕
。
４
色　

神
宮
本
・
類
從
本
「
聲
」。

　
　

和
冠
嶽
主
席
春
晚
過
山
寺
之
詩

１

松
葉
連
邊２

茅
屋
斜
、
尋
僧
是
夕
坐
寒
家
、
人
間
風
日
都
無
管
、
院
院
藏
春
一
塢
花
、

１
東
大
本
は
本
首
を
次
首
の
次
ぎ
に
置
く
。
２
邊　

東
大
本
「
近
」。



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

七
五

　
　

重
和
冠
嶽
主
席
詩

一
半
如
春
一
半
秋
、
落
花
榕
葉
雨
中
樓
、
非
逢
識
字
敎
家
者
、
老
矣
南
州
奈
客
遊
、

　
　

和
廣
濟
主
盟
春
晚
作

九
十
韶
光
一
夢
回
、
惜
春
聞
說
坐
亭
臺
、
漁
歌
難
和
鳳
鳴１

韻
、
跡
老
江
花
沙
竹
隈
、

１
鳴　

神
宮
本
「
凰
」。

　
　

天
秀
法
兄
禪
師
賜
書
、
副
以
佳
作
、
仍
次
厥
韻
者
二
章
、

客
舎
天
涯
奈１

老
年
、
展
書
故
憶２

我
翁
賢
、

春
亭
畔
五
雲
寺
、
一
派
聚
頭
居
瑞
泉
、

一
夢
京
遊
二
十
年
、
尋
師３

到
處
會４

諸
賢
、
衰
衰
老
矣
極
西
地
、
雙
袖５

龍
鍾
淚
似
泉
、

１
奈　

阪
大
本
「
祭
」。
２
憶　

神
宮
本
・
類
從
本
「
懷
」。
３
師　

東
大
本
「
詩
」。
４
會　

類
從
本
「
令
」。
５
雙
袖　

神
宮
本
「
隻
袖
」。

　
　

以
文
禪
伯
西
遊
之
次
、
訪
予
於
海
涯
新
居
、
倒
衣
出
迎
、
促
榻
胥
語
、
遂
賦
四
韻
一
章
見
示
、
蓋
述
別
來
踈
闊
之
嘆
也
、
余
亦
次
韻
、

寓
其
意
、１

慰
藉
足
音
空
谷
聞２

、
怱
怱
倒
屐３

出
迎
君
、
別
來
多
少
參
商
恨
、
相
對
是
非
涇
渭
分
、
照
砌
石
榴
紅
似
錦
、
連
檐
淇
竹
碧４

於
雲
、
禪
林
風
月
詩

中
眼
、
襟
宇
清
然
思
不
群５

、６



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

七
六

１
東
大
本
、「
語
」
を
「
話
」
に
作
り
、「
其
韻
」
下
に
「
云
」。
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
に
は
こ
の
前
文
な
く
、
以
下
の
前
文
あ
り
「
以
文
禪
伯
、
飛
錫
而
訪
予

於
海
涯
之
新
居
、
此
老
予
之
所
敬
也
、
是
以
倒
衣
出
迎
、
下
榻
相
對
、
十
話
其
八
九
、
及
斯
文
之
盛
衰
、
豈
無
感
乎
、
於
是
有
詩
、
次
其
韻
」。
２
慰
藉
足
音
空
谷
聞

　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
海
畔
新
居
白
鳥
群
」。
３
屐　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
履
」。
４
碧　

神
宮
本
・
類
從
本
「
暗
」、
阪
大
本
「
碧
暗
」。

５
禪
林
風
月
詩
中
眼
、
襟
宇
清
然
思
不
群　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
平
生
習
氣
老
猶
在
、
燈
下
夜
談
先
及
文
」。
６
以
下
、
阪
大
本
「
次
韻
賀
臺
州
閣
下
令
子

威
釋
童
佛
地
初
步
、
釋
氏
宮
中
聖
小
兒
、
天
華
雨
感
未
曾
時
、
祇
因
僧
寶
鎭
家
國
、
四
海
回
風
兩
漢
儀
」、
神
宮
本
「
次
員
賀
薩
州
閣
下
令
子
威
釋
童
佛
地
初
步
、
釋

氏
宮
中
聖
小
兒
、
天
華
雨
感
未
曾
時
、
祇
因
僧
寶
鎭
家
國
、
四
海
回
風
兩
漢
儀
」、
類
從
本
「
次
韻
賀
薩
州
閣
下
令
子
威
釋
童
佛
地
初
步
、
釋
氏
宮
中
聖
小
兒
、
天
華

雨
感
未
曾
時
、
祇
因
僧
寶
鎭
家
國
、
四
海
回
風
兩
漢
儀
」。

　
　

　
　

扇
面１

三
千
紅
粉
一
楊２

妃
、
宴
罷
弄
花
香
滿
衣
、
惆
悵
開
元
貴
遊
後
、
牡
丹
亭
畔
夕
陽
微
、

老３

人
躍
馬
意
揚
揚
、
觸
着
梅
花
袖
褁
香
、
楚
國
三
千
蹈
珠
客
、
爭
如
取
履
一
張
良
、

黃

紫
葩
朱
實
秋
、
鶉
啼
野
色
暮
涼
浮
、
鳥
猶
雙
宿
安
眠
枕
、
老
矣
天
涯
客
獨
愁
、

素
服
朱
衣
兩
大
官
、
畫
船
載
酒
此
江
干
、
得
魚
薄
暮
無
如
飲
、
風
葦
欲
秋
沙
水
寒
、

１
阪
大
本
・
神
宮
本
「
牡
丹
畫
楊
妃
」、
類
從
本
「
牡
丹
畫
揚
妃
」。
２
楊　

類
從
本
「
揚
」。
３
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
、「
老
人
」
以
下
の
三
首
を
欠
く
。

　
　

竹
外
緋
桃１



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

七
七

誰
某
宮
墻２

外
、
緋
桃
半
映
林
、
祗
因
被
花
嬲３

、
不
奈
此
君
心
、

１
竹
外
緋
桃　

東
大
本
で
は
、
題
名
を
欠
き
、
前
首
に
続
き
、「
扇
面
」
の
第
五
首
と
な
る
。
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
扇
面
竹
外
桃
花
」。
２
墻　

神
宮
本
「
垣
」。

３
被
花
嬲　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
花
嬲
去
」。

　
　

扇
面

１

茅
屋
斜
連
脩
竹
林
、
遠
山
綠
淺
近
山
深
、
棹
郞
語
客
客
先
喜
、
濁
酒
村
前２

一
醉
吟
、

海
上
三
山
一
翠
微
、
巖
房
深

是
誰
扉
、
過
橋
野
客
不
行３

盡
、
驚
起
沙
禽
別
處
飛
、

１
扇
面　

東
大
本
で
は
、
こ
の
二
首
は
、
直
前
の
「
扇
面
」
四
首
に
続
い
て
第
六
首
、
第
七
首
と
な
る
。
２
村
前　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
前
村
」。

３
行　

東
大
本
闕
。

　
　

扇
面
畫
、
乃
讚
州
大１

守
源
公
之
所
描
也
、
厥
宗
家
頃
有
不
測
之
慮
、
憑
公
以
安
焉
、

洛
下
高
官
擲
筆
時
、
湘
南
風
景
畫
中
詩
、
因
思
山
水
出
仁
智
、
大
厦
雖
傾
一
木
支
、

１
大　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
太
」。

　
　

此
繪
也
、
源
聰
明
公
之
戲
筆
也
、
謹
題
小
詩
而
謾１

爲
添
蛇
足
於
其
側
焉
、
竹
豈
可
觸
熱
乎
、
蓋
一
時
之
所
憤２

也
、
人
其
想
之
哉
、



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

七
八

聰
明
四
海
冠
諸
公
、
戲
筆
通
神
竹
一
叢
、
炎
日
遮
邊
雖
觸
熱
、
夜
來
月
出
自
清
風
、３

１
謾　

類
從
本
「
漫
」。
２
憤　

神
宮
本
・
類
從
本
「
憒
」。
３
東
大
本
、
小
字
「
細
川
聰
明
公
頃
寓
丹
波
」。

　
　

翠
深１

禪
伯
、
與
予
交
遊
尤
厚
者
也
、
一
東
一
西
、
聞
厥
無
恙
、
互
忻
慰
者
六
七
年
于
今
、
庚
子
之
夏
、
得
得
來
而
訪
予
於
薩
陽
之
新
居
、

歓
抃
之
情
、
不
言
可
知
矣
、
於
是
作
詩
一
章
見
示
、
不
顧
狂
斐
和
高
韻２

、

心
朋３

遠
自
海
東
來
、
筆
冩
新
詩
拂
硯
埃
、
萬４

轉
雲
山
九
州
外
、
半
間５

茅
屋
一
庵
開
、
音
書
雖
報
共
無
恙
、
別
恨
難
除
積
作
堆
、
莘
野
傳６

巖
清

渭
水
、
百
年
未
必
嘆
遺
才
、

１
深　

東
大
本
「
源
」。
２
韻　

神
宮
本
「
員
」。
３
朋　

神
宮
本
「
明
」。
４
萬　

阪
大
本
「
方
」。
５
間　

阪
大
本
「
開
」。
６
傳　

類
従
本
「
傅
」。

　
　

畫
軸

處
處
溪
山
處
處
村
、
上
方
臺
殿
住
巖
根
、
數
行
落
雁
晚
風
惡
、
客
繋
歸
舟
易
没
魂１

、

１
客
繋
歸
舟
易
没
魂　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
欲
問
歸
舟
客
斷
魂
」。

　
　

扇
面

１

遠
浦
雲
殘
落
雁
聲
、
松
間
水
綠
又
沙
明
、
群
飛
並
影
秋
風
𦐂
、
不
似
思
人
客
夜
情
、



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

七
九

寒
實
經
霜
葉
已
紅
、
何
名
幽
草
露
吹
叢
、
一
書
不
帶
數
行
雁
、
家
在
海
東
東
復
東
、

１
東
大
本
、
小
字
「
頃
於
薩
州
閣
下
讀
般
若
、
出
扇
數
柄
求
詩
經
筵
諸
老
、
懷
巖
老
及
□
□
…
…
□
□
各
題
詩
」。

　
　

薩
州
閣
下
、
頃
斷
酒
肉
而
學
清
淨
法
、
殊１

延
僧
侶
而
看
洮
汰
之
敎
、
予
預
其
數
焉
、
散
筵
之
後
一
日
、
乞
暇
而
還
于
麑
島
之
新
居
、
閣

下
送２

予
、
到
延
慶
精
舎
宿
矣３

、
主
盟
得
翁
老
禪４

見
相
待
之
厚
也
、
聊
効
蓮
社
接
陶
醉
漢
之
故
事
、
將
改
酒
戒
、
然
閣
下
以
不
飲
而
強
制
之
、
予

亦５

有
愧
於
心
、
而
不
及
擧
盞
焉
、
翁
笑６

曰
、
是
般
若
之
點
湯
也
、
何
妨
之
有
耶
、
於
是
不
得
默
、
既
盡
醉
矣
、
仍
作
是
詩
、
謝
閣
下
仁
恕７

、
且

自
解
嘲
云
、

山
徑
泥
深
水
漲
川
、
追
隨８

攀９

駕
雨
中
天
、
高
官
不
飲
僧
還
醉
、
顚
倒
袈
裟
作
枕
眠
、10

１
殊　

阪
大
本
闕
。
２
送　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
携
」。
３
矣　

神
宮
本
「
乎
」。
４
禪　

神
宮
本
闕
。
５
亦　

神
宮
本
「
又
」。
６
笑　

東
大
本
「
自
笑
」。

７
恕　

東
大
本
「
怒
」。
８
隨　

東
大
本
闕
。
９
攀　

阪
大
本
・
類
從
本
「
擧
」。
10
東
大
本
、
小
字
「
五
月
十
二
日
」。

　
　

扇
面

野
服
跨
牛
幽
礀１

陰
、
馬
群
如
簇
極
登
臨
、
翁
翁
數
到
七
人
後
、
想
見
諸
賢
在
竹
林
、

１
礀　

神
宮
本
・
類
從
本
「

」。



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

八
〇

　
　

哦
松
居
士
藤
氏
政
秀
公
者
、
股
肱
乎
薩
府
君
、
而
任
伊
城
之
處
守
、
有
年
于
茲
、
不
令
而
行
焉
、
不
言
而
信
焉
、
蓋
金
玉
而１

已
之
義
也
、

今
將
東
觀
光
於
上
國
、
於
戲
乎
遊
從２

之
廣
者
、
必
益３

識
達
之
美
耶４

、
寔
可
嘉
尚
焉
、
仍
製
里
語
一
章
、
以
壯
厥
行
色
、

涼
雨
吹
晴
溽
暑
收
、
潮
平
風
熱５

送
行
舟
、
七
年
持
節
伊
城
守
、
萬
里
觀
光
京
國
遊
、
蘆
荻
洲
前
花
未
雪
、
梧
桐
井
上
葉
先
秋
、
歸
期
倒
指
兩

三
月
、
一
日
加
多
奈
別
愁
、６

１
而　

阪
大
本
闕
。
２
從　

神
宮
本
・
類
從
本「
蹤
」。
３
益　

阪
大
本「
畫
」。
４
耶　

阪
大
本「
哉
」。
５
熱　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本「
熟
」。
６
阪
大
本
・

神
宮
本
・
類
從
本
「
立
秋
日
」。

　
　

哦
松
賢
主１

人
今
將
東
遊
、
仍
告
別
於
同
僚
、
以
二
十
八
顆
之
明
珠
、
而２

傍
及
予
、
氣
韻
玲
瓏
、
雅
翫
有
餘
、
竟
次３

高
韻
重
呈
祖
帳
之
下
、

人
爲
能
詩
襟
宇
清
、
千
山
萬
水
且
吟
行
、
歸
時
嚢
有
明
珠
在
、
寄
與
衰
翁
好
慰
情
、

時
遇
太
平
家
國
清
、
關
門
不

旅
人
行
、
京
官
若
問
安
邊
策
、
魏
闕
雲
端
達
下
情
、４

１
主　

東
大
本
闕
。
２
而　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。
３
次　

神
宮
本
・
類
從
本
「
以
」。
４
東
大
本
、
小
字
「
代
官
人
藤
盛
直
」。

　
　

如
練
禪
翁
、
一
日
投
宿
于
官
府
之
小
院
、
適
聞
藤
播
牧
之
欲
東
遊
、
而
速
賦
詩
一
章
、
以
壯
厥
行
、
剩
傍
及
管
窺
於
予
、
不
獲１

默
、
次

韻
重
贈
藤
公
、

老
禪
吟
盡
夕
陽
樓
、
故
爲
高
官
賦
遠
遊
、
一
曲
離
鸞
情
易
感
、
碧
梧
葉
動
旅
窗
秋
、

雲
幾
重
中
鐘
一
樓
、
名
藍
未
得
扣
門
遊
、
行
人
有
約
錦
旋
日
、
楓
葉
林
巒
共
詠
秋
、



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

八
一

１
獲　

神
宮
本
「
得
」。

　
　

扇
面

１

蒲
萄
映
日
露
團
團２

、
憶
爲
萱
堂
朝
捧
盤
、
欲
引
龍
鬚
上
雲
雨
、
架
頭
須
插
碧
琅
玕
、

紫
葩
紅
葉
兩
三
莖
、
墟
落
秋
風
野
鳥
驚
、
憐
爾
天
涯
喚
羣
意
、
寒
梢
不
穩
暮
光
傾
、

１
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
蒲
萄
」。
２
蒲
萄
映
日
露
團
團　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
誰
家
蒲
萄
露
團
團
」。

　
　

甫
典
藏
飛
錫
、
而
東
欲
問
某
禪
老
於
泉
之
古
刹
、
漫
作
禪
詩
一
章
、
壯
其１

行
、

禹
穴
巖
高
古
梵
宮
、
胸
中
祖
月
與
禪
風
、
明
朝
去
欲
問
泉
老
、
萬
卷
何
如
一
印
空２

、

２
其　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
厥
」。
２
印
空　

阪
大
本
「
夘
空
」、
神
宮
本
・
類
從
本
「
卽
空
」。

　
　

左
金
吾
小
野
克
盛
、
予
之
所
宗
、
而
舊
交
之
尤
厚
者
也
、
不
面
三
四
年
于
茲
、
適
使
來
自
山
東
、
贈
以
佳
篇
二
章
、
詞
翰
共
妙
、
几
席

有
照
、
其
序
曰
、
國
都
頃
興
仲
尼
之
道
、
移
東
魯
之
風
、
寔
傳
者
之
妄
也
、
剩
於
予
之
虛
譽
、
慙
汗
惟
夥
焉
、
一
亂
之
後
、
衰
廢
日
加
、
而
徒

充
官
而
已
、
縱
雖
齒
於
斯
文
、
何
益
之
有
耶
、
攸
念
歸
臥
郷
曲
、
共
樂
餘
年
、
何
幸
過
之
乎
、
公
圖
之
、
竟
次
嚴
韻
作
三
章
、

江
山
千
里
舊
知
音
、
喜
見
書
來
情
義
深
、
他
日
休
官
我
歸
去
、
河
南
河
北
共
君
吟
、１



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

八
二

華
牋
筆
落
兩
詩
篇
、
書
似
張
顚
草
聖
傳
、
春
坐
花
邊
秋
對
月
、
非
君
誰
記
昔
遊
年
、

老
來
誰２

讀
聖
賢
篇
、
愧
我
虛
名
箕
斗
傳
、
郷
里
兒
童
若
相
問
、
冷
官
無
補
奈
衰
年
、３

１
東
大
本
・
阪
大
本
、
小
字
「
代
人
」。
神
宮
本
・
類
從
本
は
、
第
二
首
、
第
三
首
の
詩
題
を
「
代
人
」
と
す
る
。
２
誰　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
難
」。
３
東
大
本
・
阪
大
本
・

神
宮
本
・
類
從
本
、
小
字
「
季
秋
日
代
人
」。

　
　

玉
林１

禪
師
者
、
惠
山
永
明
祖２

之
後３

裔
、
而
叢
林４

巨
擘
、
我
門
耆
英
也
、
予
稔
厥
芳
聲
、
有
年
于
茲５

、
庚
子
之
秋
、
金
錫
西
飛
、
而
路
極

薩
陽
、
忝
訪６

予
於
海
涯
之
新
居
、
倒
衣
相
迎
、
下
榻
共
談
、
寔
千
歳７

之
佳
遇
也
、
剩
製
詩
二
章
見
示
、
雅
然
綺
語
、
頓
洗
心
目
、
何
賜
過
之
乎
、

歓
抃
之８

餘
、
謹
次
高
韻
爲
酬
、

多
年
海
外
美
名
傳
、
一
錫
雲
飛
萬
里
天
、
胸
次
永
明
書
百
卷
、
清
談
白
首
慰
生
前
、

僧
梵
聲
中
漁
唱
傳
、
蒼
波
萬
頃
漫９

遙
天
、
新
詩
拜
賜
夜
光
璧
、
月
亦
南
樓
三
五
前
、

１
林　

東
大
本
「
泉
」。
２
祖　

東
大
本
闕
。
３
後　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
后
」。
４
林　

神
宮
本
闕
。
５
茲　

神
宮
本
・
類
從
本
「
此
」。
６
忝
訪　

東
大
本
「
忝
放

訪
」。
７
歳　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
「
載
」。
８
之　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
闕
。
９
漫　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
浸
」。

　
　

是
日
、
玉
林
翁
見
過
、
不
厭
新
居
蕭
條
、
投
宿
去
矣
、
翌
日
賦
唐
律
一
章
爲
賜１

、
仍
次
其
韻２

、

光
陰
易
擲
老
殘
生
、
三
見
秋
風
滿
塞
城
、
一
宇
茅
廬
四
無
壁
、
蕭
條
可
忍
客
中
情
、



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

八
三

１
賜　

東
大
本
「
贈
」。
２
韻　

神
宮
本
「
員
」。

　
　

玉
林
禪
老
留
錫
於
陋
居
數
日
、
求
書
者
踵
于
門
、
而
來
往
不

、
煩
瀆
惟
夥
矣
、
此
夕
適
對
榻
到
三
更
、
談
笑
之
間
詠
詩
一
章
爲
賜
、

予
卒
次
韻
、

六
十
州
西
天
一
垠
、
快
披
雲
霧
視
青
旻
、
紫
陽
仙
伯
風
流
盡
、
白
首
詩
翁
文
采
新
、
今
夜
傾
懷
領
親
語
、
明
朝
分
手
苦
吟
身
、
不
須
鐵

小

門
限
、
人
爲
求
書
來
往
頻
、

　
　

松
下
采
菊

籬
菊
秋
深
漸
欲
霜
、
蒼
髯
吹
露
洒
黃
裳
、
主
人
幽
賞
心
安
樂
、
風
不
度
松
花
自
香
、１

東
籬
把
菊
慰
閑
吟
、
翠
蓋
陰
中
暮
色
深
、
似
冩
淵
明
愛
花
意
、
松
風
緩
鼓
没
絃
琴
、

１
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
は
第
二
首
と
し
て
「
茂
松
傾
蓋
綠
亭
亭
、滿
面
清
香
酒
半
醒
、風
露
衣
寒
小
欄
外
、一
籬
秋
色
摘
殘
星
」
を
、東
大
本
は
「
茂
松
傾
蓋
綠
亭
亭
、

滿
面
清
香
酒
半
醒
、
風
露
衣
寒
□
□
□
、
一
籬
秋
色
摘
殘
星
」
を
加
え
、「
東
籬
…
」
は
第
三
首
と
な
る
。

　
　

隱
人
某
出
扇
、
求
書
松
下
采
菊
詩
、
仍
應
求
、

松
間
采
菊
轉
逍
遙
、
花
似
隱
君１

徵
不
朝
、
欲
向
蒼
官
問
秦
爵
、
功
名
又
恐
汚
清
標
、

１
君　

神
宮
本
「
居
」。



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

八
四

　
　

辛
丑
元
旦
、
數
五
五
之
字
、
賦
一
章
、
蓋
隨
例
也
、

鶯
語
風
前
花
映
人
、
一
僧
老
矣
物
皆
新
、
不
須
顔
子
愚
知
十
、五
五
今
年
廿
五
春
、

　
　

玉
林
翁
使
予
題
小
景
於
便
面
、
愚１

意
與
翁
豈
有
他
耶
、
共
爲
感
而
已
、

江
上
春
風
霽
景
澄
、
山

２

古
木
綠
稜
層
、
舊
遊
難
續
五
雲
寺
、
一
棹
漁
舟
添
二
僧
、

１
愚　

知
覽
本
注
記
「
寓
イ
」。
東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
寓
」。
２
　

阪
大
本
・
類
從
本
「
啣
」。

　
　

玉
龍
主
盟
和
扇
面
詩
重
用
韻

１

胸
波２

萬
頃
鑑３

波
澄
、
山
現
玉
龍
雲
一
層
、
非
處
我
師
仁
愛
地
、
無
能
六
十
奈
村
僧
、

釋
門
神
識
佛
圖
澄
、
德
望
恰
如
臺
九
層
、
自
束
茅
茨
分
法
席
、
林
翁
海
外
一
高
僧
、４

濁
水
不
流
何
以
澄
、
清５

泥６

日
夜
積
成
層
、
孤
峰
猶
綠
千
江
雪
、
起
捲
疎
簾
幾
箇
僧
、

１
東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
有
序
別
錄
」。
２
波　

東
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
陂
」、
阪
大
本
「
坡
」。
３
鑑　

知
覽
本
注
記
「
鎖
イ
」。
４
東
大
本
、

小
字
「
玉
洞
翁
、
爲
玉
林
翁
築
新
軒
、
號
東
束
芝
」。
５
清　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
「
情
」。
６
泥　

阪
大
本
「
怩
」。

　
　

和
孤
雲
禪
伯
寄
溫
嶽
老
之
詩

蒼
波
白
鳥
島
陰
春
、
萬
里
家
山
隔
海
垠
、
異
域
相
逢
多
少
友
、
交
情
如
舊
兩
三
人
、
風
傳
暖
信
催
紅
杏
、
水
泛
晴
光
轉
綠
蘋
、
試
問
新
居
詩

幾
首
、
和
篇
勵１

拙
効
君
顰
、



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

八
五

１
勵　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
厲
」。

　
　

擊
節
藤
氏
政
秀
公
賀
正
之
新
詞１

云

一
士
才
高
列
國
賢
、
巧
歌
新
調
賀
新
年
、
山
東
乞
降
太
平
計
、
人
坐
春
風
醉
綺
筵
、

１
詞　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
調
」。

　
　

和
卽１

緇
郞
春
首
詩

日
得
人
時
詩
興
新
、
含
章
梅
落
此
佳
辰
、
三
年
相
見
交
如
舊
、
不
啻
風
流
花
帶
春
、

１
卽　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
印
」。

　
　

去
歳
之
冬
、
金
禪
人
來
自
肥
、
帶
一
封
蠆
尾
、
披
而
覽
之
、
一
枝
翁
之
手
帖
也
、
件
件
見
示
、
忻
慰
無
量
、
及
春
首
、
懈
於
回
答
、
蓋

以
快
便１

難
逢
也
、
今
也
有
一
僧
而
欲
東
歸２

、
聊
作
返
書
爲
贈
、
副
以
川
八
句
二
章
、

去
歳
僧
從
桐
瀨
到
、
一
封
書
信
思
千
般
、
寓
居
欲
改
今
何
處
、
行
李
勿
勞
春
尚
寒
、
石
北
山
川
共
嘗
嶮
、
海
南
風
景
獨
憑
欄
、
詩
成
元
夕
無

燈
火
、
新
築
蕭
條
借
月
看
、

昔
遊
回
首
事
空
徂
、
不
奈
亂
來
風
俗
殊
、
人
若
讀
書
師
孔
孟
、
士
寧
輕
命
學
孫
呉
、
異
郷
至
樂
閑
爲
足３

、
故
國
歸
心
夢
亦
無
、
何
日
迎
君
拂４



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

八
六

門
徑
、
薜
蘿
四
壁
一
庵
臞
、

１
便　

神
宮
本
「
使
」。
２
歸　

東
大
本
闕
。
３
足　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
是
」。
４
拂　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
掃
」。

　
　

肥
陽
芳
俊
童
、
作
詩
送
金
典
藏
、
典
藏
曰
、
是
童
也
、
春
秋
十
有
一
歳
、
聰
明
出
于
群
輩
、
頃
寄
筆
硯
於
一
枝
翁
寓
軒
、
螢
窗
雪
案
、

誦
詩
學
書
、
爲
人
所
推
賞
矣
、
於
戲
乎
不
啻
聞
厥
美
名
、
親
見
是
詞
翰
之
妙
焉
、
千
里
之
外
、
實
使
予
想
其
風
釆
而
已
、
何
獲
敢
默
、
仍
次
韻
、

君
今
蚤
歳
語
驚
人
、
海
外
江
山
物
色
新
、
學
得
詩
翁
佳
句
法
、
一
枝
花
是
兩
枝
春
、

１
詩
學
書　

東
大
本
は
「
詩
學
」
を
欠
く
。

　
　

月
舟
頃
隨
一
枝
翁
、
聞
詩
之
道
、
見
其１

近
作
、
氣
韻
玲
瓏
、
頗
匪
前
日
之
所
爲
也
、
可
喜
賞２

哉
、
仍
次
韻
爲
贈
云
、

燒
燈
時
節
落
梅
風
、
韶
景
九
旬
過
客
同
、
好
爲
詩
翁
下
懸
榻
、
春
花
雪
月
雅
談
中
、

１
其　

東
大
本
闕
。
２
可
喜
賞　

東
大
本
「
嘉
賞
」、
阪
大
本
・
神
宮
本
「
可
嘉
賞
」。

　
　

川
八
句
一
章
、
送
曄１

禪
人
還
于
長
門
之
故
里
、

春
蓑
褁
夢
淡
生
涯
、
有
友
四
時
逢
必
乖
、
名
字
題
門
雖
識
面
、
笑
談
分
席
至
忘
懷
、
三
冬
風
雪
小
茅
屋
、
萬
里
雲
山
兩
草
鞋
、
超
海
遙
過
赤

城
寺
、
梅
花
院
落
我
書
齋２

、



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

八
七

１
曄　

阪
大
本
「

」。
２
齋　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
齊
」。

　
　

孤
雲
欲
往
、
出
扇
求
詩
、
相
告
曰
、
此
行
也
、
將
東
過
松
橋
、
而
且
遊
秋
月
之
官
府
、
畫
趣
略
與
言
相
似
、
仍
賦
是
詩
送
行
、

春
花
秋
月
思
悠
悠
、
人
作
紫
陽
名
府
遊
、
一
抹
青
山
雙
白
鷺
、
松
江
暮
喚
渡
頭
舟
、

　
　

孤
雲
臨
發
、
再
出
扇
求
詩
、
樹
陰
有
亭
、
亭
下
薔
薇
、
有
不
耐
春
之
色
、
仍
冩
其
小
景
、
以
攄
離
懷
云
、

吟
上
離
亭
西
海
涯
、
樹
陰
遮
日
暮
光
斜
、
留
君
難
挽
春
風
袂
、
露
重
薔
薇
無
力
花
、

　
　

總
官１

府
隈２

部
閤３

下
、
前
年
之
冬
賜
書
曰
、
有
客
贈
雲
谷
老
禪
所
畫
琴
高
列
子
二
墨
人
者
、
願
得
一
詩
而
書
其
側
、
予
素
不
能
詩
、
况
仙

家
者
之
流
、
怪
跡
異
狀
、
寔
非
以
淺
智
可
贅
論
者
、
是
以
拒
之
辭
之
、
近
亦
寄
詩
、
以
見
督
焉
、
嚴
命
之
下
、
未
遑
寧
處
、
蓋
東
遊
之
期
在
近

矣
、
若
有
刻
楮
而
成
者
、
自
持
去
而
親
受
閤４

下
刪
潤
耳
、
於
是
先
次
來
詩
韻
、
聊
述
其
意
、
恕
之
不
亦
幸
哉
、

大
家
畫
軸
兩
飛
仙
、
期
我
東
遊
題
一
篇
、
風
未
吹
衣
魚
不
躍
、
弱
波
三
萬
里
雲
天
、

１
官　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
管
」。
２
隈　

神
宮
本
「
隅
」。
３
部
閤　

東
大
本
「
部
公
閤
」。
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
閤
」
を
「
閣
」
に

作
る
。
４
閤　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
閣
」。

　
　

彈
州
剌
史
源
重
清
公
、
去
歳
之
冬
寄
信
、
以
佳
章
一
篇
、
及
春
首
、
達
海
隅
之
地
、
披
而
覽
之
、
詞
高
格
老
、
寔
使
人
雅
翫
不
已
耳
、

茲
得
飛
廉
之
便
、
謾
用
來
韻
、
答
情
義
云
、

空
裡
飛
鴻
水
底
魚
、
高
官
音
問
慰
情
餘
、
扣
門
憶
昨
相
過
處
、
花
殿
春
風
床
有
書
、

窮
困
今
同
涸
轍
魚
、
一
身
離
國
十
年
餘
、
憑
君
欲
借
龍
蛇
勢
、
風
卷
飛
雲
入
草
書
、



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

八
八

　
　

扇
面

天
至
花
時
易
作
陰
、
春
宵
有
月
直
千
金
、
山
長
水
遠
客
孤
老
、
貪
見
朦
朧
欲
了
吟
、

　
　

是１

日
、
大
守
過
皇
德
精
舎
、
予
與
玉
林
翁
、
隨
官
駕
而
爲
遊
、
林
翁
有
詩
、
次
韻
、

古
寺
花２

圍
幽
礀
陰
、
石
橋
橋
畔
綠
苔
深
、
禪
意３

晝
靜

４

花
鳥
、
似
適
閑５

僧
賢
守
心
、

１
是　

阪
大
本
「
此
」。
２
花　

東
大
本
、「
花
」
を
「
山
」
に
改
め
る
。
阪
大
本
・
神
宮
本
「
山
」。
３
意　

東
大
本
、「
窗
」
に
改
め
る
。
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
窗
」。

４
　

東
大
本
・
神
宮
本
「

」。
阪
大
本
・
類
從
本
「
啣
」。
５
閑　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
問
」。

　
　

匠
作
殿
下
携
野
僧
兩
三
輩
、作
江
畔
尋
花
之
遊
、然
無
一
枝
可
折
、竟
坐
松
下
小
亭
、雅
談
終
日
、於
是
出
扇
求
詩
、仍
寫
其
小
景
、爲
呈
云
、

一
醉
斟
春
雙
玉
瓶
、
高
官
携
客
上
江
亭
、
有
花
可
續
今
宵
興
、
滿
面
松
風
酒
半
醒
、

　
　

山
寺
惜
春

茅１

廬
深
住
小
山
阿
、
老
矣
惜
春
情２

更
多
、
明
日
殘
花
風
與
雨
、
城
中
佳
客
又
如
何
、

風
送
飛
紅
吹
作
塵
、
一
聲
啼
鴂
恨
頻
頻
、
山
家
若
有
壽
花
術
、
莫
慣
人
間
易
老
春
、

九
十
風
光
一
夢
間
、
東
君
無
意
奈
衰
顔
、
飛
花
吹
盡
急
吹
盡
、
春
去
山
翁
可
出
山
、

１
茅　

阪
大
本
「
茆
」。
２
情　

神
宮
本
・
類
從
本
「
惜
」。

　
　

題
公１

府
新
亭



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

八
九

白
玻
璃
水
碧
孱
顔
、
沙
鳥
風
帆
几
席
間
、
只
爲
諸
公
來
幕
下
、
一
亭
鐘２

秀
九
州
山
、

１
公　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
侯
」。
２
鐘　

東
大
本
・
類
從
本
「
鍾
」。

　
　

畫
軸１

佳
客
携
琴
晚
出
城
、
上
方
臺
殿
暮
天
晴
、
松
風
愈
好
山
前
路
、
認
作
十
三
徽２

外
聲
、

１
畫
軸　

阪
大
本
「
題
公
畫
軸
」、
神
宮
本
・
類
從
本
「
題
畫
軸
」。
２
徽　

神
宮
本
・
類
從
本
「
微
」、
類
從
本
傍
注
「
徽
歟
」。

　
　

賦
便
面
小
景
、
以
餞
哦
松
居
士
豐
城
之
行
、

新
暾
紅
映
碧
波
中
、
一
片
蒲
帆
萬
里
風
、
去
不
經
旬
歸
亦
速
、
豐
城
咫１

尺
海
山
東
、

１
咫　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
只
」。

　
　

題
薩
州
閤１

下
扇
面

歸
樵
巖
畔
夕
陽
林
、
下
擔２

看
書
惜
寸
陰
、
官
暇
有
餘
閑
日
月
、
不
知
一
字
是
千
金
、

１
閤　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
閣
」。
２
擔　

類
從
本
「
檐
」。



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

九
〇

　
　

扇
面
爲
半
聖
居
士
題　
居
士
爲
禪
門
之
撰

行
人
笠
瘦
夕
陽
坡
、
山
繞
樓
臺
佳
景
多
、
居
士
風
流
天
下
口
、
釣
魚
船
上
問
如
何
、

　
　

送
禧
藏
司１

省
老
師
清
虛２

翁

塞
垣
草
木
葉
飛
初
、
人
爲
逢
秋
驚
客
居
、
去
去
平
分
風
月
好
、
乃
翁
胸
次
自
清
虛
、

１
司　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
主
」。
２
虛　

東
大
本
「
虎
」

　
　

畫
軸

坐
客
開
襟
詩
興
多
、
群
峰
玉
立
碧
嵯
峨
、
風
帆
潮
落
沙
汀
晚
、
水
殿
涼
生
幽
礀
阿
、
萬
點
浮
萍
魚
未
躍
、
參
差
烟
樹
鳥
飛
過
、
上
方
更
有
神

靈
地
、
曲
徑
登
登
似
白
蛇
、

　
　

忠１

知
藏
者
潮２

海
之
英
衲
也
、
今
夏
掛
錫
於
玉
龍３

、
一
日
介
同
寮
某
公
、
來
告
曰
、
東
歸
在
近
矣
、
願
得
一
語
、
以
爲
西
遊
歷
記
之
資
、

仍
作
是
詩
、
聊
應
其
需
云
、

萍
水
相
逢
海
西
友
、
老
情
瞥
爾
感
離
愁
、
數
聲
漁
笛
江
上４

晚
、
一
道
星
橋
河
漢
秋
、
雲
錫
隨
風
飛
下
界
、
錦
衣
卜
日
赴
中
州
、
關
門
不

長

城
路
、
兩
岸
人
家
渡
口
舟
、

１
忠
知　

東
大
本
「
忠
公
知
」。
２
潮　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
湖
」。
３
龍　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
山
」。
４
上　

阪
大
本
・
神
宮
本
「
山
」。



校
本
『
島
陰
漁
唱
』（
一
）

九
一

　
　

肥
州
廣
福
精
舎
、
山
號
紫
陽
、
裔
典
藏
者
其１

地
人
也
、
適
隨
自
笑
禪
老
、
而
遊
于
薩
陽
之
地
、
一
日
訪
予
於
海
涯
、
袖
出
二
十
八
顆
明

珠
、
蓋
我
友
專
嶽
翁
送
公
行
色
之
一
篇
也
、
把
玩２

之
餘
、
漫
次
其
韻
、
且
謝
來
儀３

、

紫
陽
名
刹
素
聞
人
、
海
外
秋
風
吹
客
身
、
親
炙
二
翁
知
幾
日
、
書
嚢
無
底
雅
談
新
、

語
對
東
僧
似
故
人
、
異
郷
無
友
遠
遊
身
、
山
成
焦
土
隔
江
有４

、
莫
怪
南
方
風
物
新
、５

１
其　

東
大
本
・
阪
大
本
「
某
」。
２
玩　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
翫
」。
３
儀　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
従
本
「
義
」。
４
有　

東
大
本
・

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
従
本
「
在
」。
５
東
大
本
「
近
向
陽
南
邊
底
石
燒
上
而
與
舊
島
相
連
」、
阪
大
本
「
向
島
海
底
ノ
石
燒
上
而
與
舊
島
合
」、
神
宮
本
・
類
從
本
「
向

島
海
底
有
石
燒
上
而
與
舊
島
合
」。

　
　

題
大
醫
陳
外
郞１

杏
林
圖

虎
溪
流
水
市
橋
東
、
紅
杏
成
林
色
映
空
、
結
子
縱
知
家
産
足
、
飛
花
那
忍
五
更
風
、

１
外
郞　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
外
郞
公
」。

　
　

肥
陽
廣
棟
主
翁
、
遠
飛
錫
於
此
地１

、
適
訪
予
於
海
涯
之
草
堂
、
再
也
三
也
、
來
往
取
勞
之
餘
見
于
詞
、
仍
感
其
情２

、
次
韻
者
二
篇
、
蓋

其
一
者
答
隈３

部
公
賜
書
之
佳
意
云
、

初
面
相
逢
各
異
郷
、
老
禪
細
意
歎
棲
遑
、
一
枝
主
杖
兩
三
度
、
嶮
似
蜀
山
雲
路
長
、



高
津　

孝
・
岩
川
拓
夫

九
二

東
指
肥
陽
似
故
郷
、
再
遊
未
逐
又
何
遑
、
溪
山
佳
處
賢
居
士
、
每
度
書
中
情
緖
長
、

１
錫
於
此
地　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
錫
而
涉
乎
此
地
」。
２
再
也
三
也
來
往
取
勞
之
餘
見
于
詞
仍
感
其
情　

東
大
本
・
阪
大
本
「
雖
初
面
、
恰
如

故
交
、
剩
賦
佳
章
一
篇
見
示
、
披
而
覽
之
、
年
前
再
也
三
也
、
來
往
取
勞
之
餘
見
于
詞
、
仍
感
其
情
」、
神
宮
本
「
草
堂
、
雖
初
面
、
恰
如
故
交
、
剩
賦
佳
章
一
篇
見

千
、
披
而
覽
之
、
年
前
再
也
三
也
、
來
往
取
勞
之
餘
見
于
詞
、
仍
感
其
情
」、
類
從
本
「
雖
初
面
、
恰
如
故
交
、
剩
賦
佳
章
一
篇
見
于
、
披
而
覽
之
、
年
前
再
也
三
也
、

來
往
取
勞
之
餘
見
于
詞
、
仍
感
其
情
」
３
隈　

神
宮
本
「
隅
」。

　
　

便１

面

一
夜
雪２

飛
三
尺
深
、
村
村
瓊
樹
與
瑤
林
、
行
人
地
窄
笠
簷
底
、
不
上
高
樓
奈
我
吟
、

１
便　

東
大
本
・
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
扇
」。
２
雪　

類
從
本
「
雲
」。

　
　

扇
面

１

白
波
飜
動
碧
孱
顔
、
誰
擘
蓬
萊

世
間
、
力
掣２

巨
鼇
齡
祝
鶴
、
春
多
禮
部
殿
前
山
、３

　
　
　
　
　
　
　

１
東
大
本
・
阪
大
本
「
爲
吉
田
禮
部
公
」。
２
掣　

阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
從
本
「
制
」。
３
神
宮
本
・
類
從
本
「
爲
吉
田
禮
部
公　

島
隱
漁
唱　

上
卷
終
」。

（
阪
大
本
・
神
宮
本
・
類
従
本
、
こ
こ
で
上
卷
終
わ
り
）


